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の
花
見
が
、
長
い
歴
史
の
中
で
庶
民
へ
と
広
ま
り
今
に
至

る
。
書
の
世
界
と
同
様
に
、
こ
こ
に
も
長
い
歴
史
と
文
化

に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
伝
統
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
本
会
は
創
立
九
十
周
年
を
迎
え
、
さ
ま
ざ
ま
な

記
念
事
業
を
実
施
致
し
ま
し
た
。
ど
の
事
業
も
皆
様
方
の

献
身
的
な
ご
尽
力
と
ご
支
援
に
よ
り
、
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
こ
か
ら

ま
た
新
た
な
一
歩
を
進
め
、
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産

登
録
も
視
野
に
入
れ
、
書
文
化
の
更
な
る
発
展
と
継
承
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

　

既
に
出
品
票
等
が
送
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
本
会
の

中
心
の
事
業
で
あ
る
第
七
十
四
回
中
日
書
道
展
が
動
き
出

し
て
お
り
ま
す
。
企
画
委
員
・
事
務
局
一
同
一
致
協
力
し

て
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
昨
年
に
も
増
し
て
多
く
の

ご
出
品
を
頂
け
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

少
子
高
齢
化
や
諸
物
価
の
上
昇
な
ど
様
々
な
要
因
に
よ

り
、
出
品
数
や
会
員
数
が
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
中
部
日

本
書
道
会
の
運
営
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
も
、
指
導
者
の

諸
先
生
方
は
じ
め
会
員
の
皆
様
に
は
、
是
非
と
も
ご
協
力

頂
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

皆
様
の
ご
健
勝
・
ご
発
展
を

祈
念
申
し
上
げ
、
稿
を
閉
じ

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

令
和
七
年
度
の
期
首
を
迎
え
、
会
員
の
皆
様
に
は
益
々

ご
健
勝
の
御
事
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
昨
年

度
皆
様
か
ら
頂
戴
致
し
ま
し
た
温
か
い
ご
支
援
・
ご
尽
力

に
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
冬
は
強
力
な
寒
波
が
度
々
襲
来
し
て
、
大
雪
の
被
害

な
ど
も
あ
り
厳
し
い
寒
さ
に
震
え
た
年
で
し
た
。
そ
の

後
、
少
し
ず
つ
春
め
い
て
、
三
月
も
後
半
に
入
る
と
急
激

に
暖
か
く
な
り
ま
し
た
。
日
本
人
の
大
好
き
な
桜
は
、
帳

尻
を
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
一
斉
に
咲
き
誇
り
、
あ
ち
こ

ち
で
満
開
の
艶
姿
を
披
露
し
始
め
ま
す
。

　

桜
が
日
本
人
に
と
っ
て
特
別
な
存
在
で
あ
り
、
そ
れ
は

弥
生
時
代
ま
で
遡
る
こ
と
な
ど
昨
年
も
書
い
て
お
り
ま
す

が
、
桜
が
こ
の
よ
う
に
皆
に
好
ま
れ
る
の
は
、
二
～
三
輪

か
ら
樹
木
全
体
へ
開
花
す
る
そ
の
艶
や
か
な
美
し
さ
と
、

一
斉
に
散
り
始
め
る
そ
の
散
り
際
の
潔
さ
に
、「
も
の
の

あ
わ
れ
」
に
通
ず
る
感
興
を
引
き
起
こ
す
た
め
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
平
安
時
代
か
ら
宮
中
で
始
ま
っ
た
桜

理
事
長

�

伊
藤
仙
游

令
和
六
年
度

　
第
四
回
理
事
会
開
催

　

令
和
六
年
度
第
四
回
理
事
会
が
理
事
三
十
二
名
、
監
事

三
名
の
出
席
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
下
英
風
副
理
事
長
の
開
会
の
こ
と
ば
、
伊
藤
仙
游
理

事
長
の
挨
拶
の
の
ち
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

令
和
七
年
度
事
業
計
画
案
、
令
和
七
年
度
予
算
案
、
特

別
昇
格
者
の
承
認
、評
議
員
の
承
認
、正
会
員
の
承
認
、中

日
書
道
展
の
審
査
会
員
の
承
認
、
新
役
員
選
考
委
員
の
選

出
に
関
す
る
件
に
つ
き
ま
し
て
、
慎
重
審
議
が
行
わ
れ
、

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

日
時
　
令
和
七
年
二
月
二
日
（
日
）
十
三
時
半

会
場
　
名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル
　
ゴ
シ
ッ
ク
の
間

令
和
六
年
度

　
第
一
回
評
議
員
会
開
催

　

令
和
六
年
度
評
議
員
会
が
二
三
二
名
の
出
席
を
得
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
岡
野
楠
亭
副
理
事
長
の
開
会
の
こ
と

ば
、
安
藤
滴
水
名
誉
副
会
長
の
挨
拶
の
の
ち
伊
藤
仙
游
理

事
長
の
進
行
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
先
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
理
事
会
の
報
告
会
と
い
う
形
で
開
催
さ
れ
、
資
料
を
基

に
詳
細
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
閉
会
の
こ
と
ば
は
加
藤
裕

副
理
事
長
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
令
和
六
年
度
顕
彰
が
行
わ
れ
、
表
彰
者
に

花
束
、
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
講
演
会
」「
祝
賀
懇
談
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

理
事
会
の
詳
細
内
容
は
、
Ｐ
7
～
13
に
記
載

日
時
　
令
和
七
年
二
月
二
日
（
日
）
十
五
時
半

会
場
　
名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル
　
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
間

　

理
事
長
あ
い
さ
つ
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祝
賀
懇
談
会
を
終
え
て

令
和
六
年
度 

講
演
会
を
開
催
し
て

研
究
部
長　

廣

澤

凌

舟

講　

師　
中
京
大
学
教
授　

�

風　

間　
　

孝 

先
生

演　

題　
「
性
の
多
様
性
と
は�

�

～
互
い
の
性
の
あ
り
方
を
認
め
合
う
～
」

　

令
和
七
年
二
月
二
日
（
日
）
名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル
三
階
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の

間
に
お
き
ま
し
て
令
和
六
年
度
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
中
京
大
学
教
授
、
風
間
孝
先
生
を
お
迎
え
し
「
性
の
多
様
性
と
は

～
お
互
い
を
認
め
合
う
～
」
と
い
う
演
題
で
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
人
権
」「
性
差
別
」
等
、
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
を
様
々
な
角
度
か
ら
お
話

し
い
た
だ
き
、
参
加
者
か
ら
は「
何
事
も
理
解
す
る
事
が
大
切
な
の
で
す
ね
」

「
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
い
た
だ
き
時
間
が
経
つ
の
が
あ
っ
と
い
う

間
で
し
た
」
等
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
多
用
中
に
も
拘
わ
ら
ず
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
風
間
孝
先
生
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

来
年
度
も
講
演
会
を
開
催
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
節
に
は
、
是
非
ご

参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
七
年
二
月
二
日
（
日
）、
名
古
屋
東
急
ホ
テ

ル
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
間
に
て
、
評
議
員
会
、
顕
彰

式
典
、
講
演
会
を
終
え
た
後
、
会
場
を
ヴ
ェ
ル
サ
イ

ユ
に
移
し
、
午
後
六
時
よ
り
、
松
下
英
風
副
理
事
長

に
よ
る
開
会
の
お
言
葉
で
、
祝
賀
懇
談
会
が
開
宴
い

た
し
ま
し
た
。
続
い
て
神
田
真
秋
名
誉
会
長
か
ら
は

「
昨
年
開
催
さ
れ
た
九
十
周
年
記
念
事
業
が
、
無
事

に
終
了
し
、
今
後
は
百
周
年
に
向
け
て
会
員
の
皆
様

に
は
、
よ
り
以
上
の
ご
理
解
ご
協
力
を
」
と
の
お
言

葉
を
賜
り
ま
し
た
。
天
野
白
雲
総
務
部
長
か
ら
、
今

回
ご
講
演
い
た
だ
い
た
中
京
大
学
教
授　

風
間
孝
先

生
を
は
じ
め
、
常
任
顧
問
の
先
生
方
、
司
法
書
士
輿

水
城
治
先
生
、
税
理
士
谷
田
義
弘
先
生
の
ご
紹
介
が

あ
り
、
そ
の
後
顕
彰
式
典
で
表
彰
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
方
へ
の
表
彰
と
、
各
受
賞
者
が
、
水
野
峯
翠
褒
賞

部
長
よ
り
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
祝
宴
は
伊
藤
昌
石
常

任
顧
問
に
よ
る
乾
杯
の
ご
発
声
で
は
じ
ま
り
、
皆
さ

ま
終
始
楽
し
そ
う
に
話
が
弾
ん
だ
様
子
で
し
た
。

　

最
後
に
、
横
井
宏
軒
副
理
事
長
兼
事
務
局
長
か
ら

閉
会
の
言
葉
を
賜
り
。
祝
賀
懇
談
会
は
滞
り
な
く
終

宴
い
た
し
ま
し
た
。
出
席
者
は
昨
年
よ
り
二
十
名
近

く
増
加
し
、
二
五
九
名
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
か
ら

は
、
皆
様
の
ご
要
望
が
多
か
っ
た
、
座
席
指
定
と
い

た
し
ま
し
た
。
皆
様
が
楽
し
そ
う
に
ご
歓
談
さ
れ
て

い
る
様
子
を
目
に
し
、
非
常
に
手
間
で
し
た
が
、
報

わ
れ
た
気
が
い
た
し
ま
し
た
。

　

最
後
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
出
席
い
た
だ
き
ま

し
た
先
生
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

厚
生
部
長　

伊

藤

昌

園

令和６年度　第４回理事会・評議員会　祝賀懇談会　　　　　　中日書道会顕彰・講演会　　　　　　

日展名古屋展・東海テレビ賞
伊藤小游先生

講演会風景

風間　孝先生

日展名古屋展・CBC賞
加藤紫雲先生

日展・会員賞
岡野楠亭先生

東海テレビ文化賞
近藤浩乎先生

神田真秋名誉会長
挨拶

祝賀懇談会風景
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第
一
教
育
部
長　

武　

内　

峰　

敏

第
七
十
五
回
記
念
中
日
書
き
ぞ
め
展
を
終
え
て

　

初
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な
り
ま
し
た
が
、
ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
が
絶
え
間
な
く

流
れ
る
会
場
へ
は
、
八
〇
〇
人
を
越
え
る
来
場
者
が
あ
り
、
盛
況
の
う
ち
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
会
場
周
辺
の
桜
も
ち
ら
ほ
ら
と
咲
き
始
め
開
会
を
祝
福
し
て
い
ま
し
た
。

　

令
和
七
年
三
月
十
五
日（
土
）・
十
六
日（
日
）
ナ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
二
階
ア
ト
リ
ウ
ム
（
矢

場
町
）
に
て
第
七
十
五
回
記
念
中
日
書
き
ぞ
め
展
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
総
出
品
点
数
一

一
八
六
七
点
の
内
、
衆
議
院
議
長
賞
、
参
議
院
議
長
賞
、
文
部
科
学
大
臣
賞
か
ら
奨
励
賞
ま

で
の
一
〇
二
四
点
の
作
品
を
展
示
い
た
し
ま
し
た
。

　

十
六
日（
日
）厳
粛
な
う
ち
に
授
賞
式
が
終
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
展
示
会
場
は
賞
状
・

商
品
を
両
手
で
抱
え
て
の
記
念
撮
影
会
で
大
賑
わ
い
と
な
り
、
喜
び
の
会
話
と
素
敵
な
笑
顔

が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
愛
知
県
美
術
館
で
六
月
開
催
の
中
日
書
道
展
に
上
位
九
十
七
点
の
作
品
を
展
示
い

た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、「
書
き
ぞ
め
展
」に
ご
参
加
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に

お
礼
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

第75回 第75回 中日書きぞめ展中日書きぞめ展 出品点数出品点数 11,86711,867点点

作品前で記念撮影

賑う書きぞめ展会場

褒
賞
部
長　

水　

野　

峯　

翠

　

二
月
二
日
（
日
）、
令
和
六
年
度
理
事
会
・
評
議
員
会
に
続
き
、
中
日
書
道
会
顕
彰
表
彰
が
、

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル
三
階
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
間
、
祝
賀
懇
談
会
場
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
の
間
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
五
十
六
回
東
海
テ
レ
ビ
文
化
賞
を
ご
受
賞
さ
れ
ま
し
た
常
任
顧
問
近
藤
浩
乎
先
生
に
名

誉
会
長
神
田
真
秋
様
よ
り
花
束
が
贈
呈
さ
れ
、
第
十
一
回
日
展
・
会
員
賞
を
ご
受
賞
さ
れ
ま

し
た
副
理
事
長
岡
野
楠
亭
先
生
に
は
、
名
誉
副
会
長
安
藤
滴
水
先
生
よ
り
花
束
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
第
十
一
回
日
展
・
名
古
屋
展
に
お
い
て
Ｃ
Ｂ
Ｃ
賞
ご
受
賞
の
先
生
に
は
名

誉
会
長
神
田
真
秋
様
よ
り
、
東
海
テ
レ
ビ
賞
ご
受
賞
の
先
生
に
は
名
誉
副
会
長
鬼
頭
翔
雲
先

生
か
ら
花
束
が
、
嬉
し
い
日
展
初
入
選
十
三
名
の
皆
様
に
は
、
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
第
四
十
回
読
売
書
法
展
、
読
売
準
大
賞
四
名
、
読
売
新
聞
社
賞
二
名
の
先
生
方
に
は

名
誉
副
会
長
鬼
頭
翔
雲
先
生
よ
り
、
第
七
十
五
回
毎
日
書
道

展
会
員
賞
二
名
の
先
生
方
に
、
名
誉
副
会
長
安
藤
滴
水
先
生

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
会
員
の
皆
様
か
ら
は
、

お
祝
い
の
大
き
な
拍
手
を
頂
戴
し
、
令
和
六
年
度
の
顕
彰
表

彰
は
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

令
和
六
年
度
・
顕
彰
表
彰
を
開
催
し
て

日展初入選者の皆様

毎日展会員賞の先生

読売準大賞の先生

読売新聞社賞の先生
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一
宮
支
部
創
立
七
十
周
年
を
迎
え
て

一
宮
支
部
長　

村

上

史

麗

　

令
和
六
年
度
は
、
昭
和
二
十
九
年
五
月
十

六
日
に
一
宮
支
部
発
足
以
来
創
立
七
十
周
年

を
迎
え
る
年
と
な
り
ま
し
た
。
初
代
支
部
長

森
一
峰
氏
か
ら
十
五
人
の
支
部
長
に
よ
り
継

承
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

各
支
部
長
始
め
多
く
の
会
員
の
方
々
の
弛

ま
ぬ
努
力
に
よ
り
積
み
上
げ
ら
れ
た
す
ば
ら

し
い
伝
統
に
心
よ
り
敬
意
を
表
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

さ
て
記
念
事
業
と
し
て
十
月
二
十
七
日

（
日
）
一
宮
市
民
会
館
に
て
、
講
師
に
一
宮
支

部
相
談
役
則
武　

穹
先
生
を
お
迎
え
し
ま
し

て
―
ツ
キ
板
を
使
っ
て
楽
し
い
色
紙
を
作
り

ま
し
ょ
う
―
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
支
部

員
三
十
六
名
、
会
員
外
二
十
四
名
計
六
十
名

の
ご
参
加
で
し
た
。
小
学
生
の
参
加
も
あ
り

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
と
楽
し
く
作
成
す
る
姿

が
ほ
ほ
え
ま
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
十
一
月
二
十
三
日
（
土
）、
二
十
四
日

（
日
）
の
両
日
に
は
第
六
十
九
回
支
部
展
が
開

催
さ
れ
、
七
十
周
年
記
念
展
と
し
て
私
の
逸

品
「
宝
の
書
」
の
展
示
を
併
催
い
た
し
ま
し

た
。
支
部
員
の
皆
様
が
所
有
さ
れ
る
師
匠
の

書
や
ご
自
身
の
思
い
出
の
書
な
ど
三
十
点
余

り
の
作
品
を
展
示
い
た
し
ま
し
た
。
懐
か
し

い
先
生
方
の
書
も
あ
り
、作
品
の
前
で
は
清
々

し
い
空
気
も
流
れ
じ
っ
く
り
と
見
入
る
方
々

の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

令
和
七
年
一
月
二
十
六
日
（
日
）
に
は
支

部
集
会
・
講
演
会
に
続
き
支
部
創
立
七
十
周

年
記
念
祝
賀
交
流
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

公
益
社
団
法
人
中
部
日
本
書
道
会
名
誉
会
長

神
田
真
秋
様
始
め
一
宮
市
長
中
野
正
康
様
、

公
益
社
団
法
人
中
部
日
本
書
道
会
松
下
英
風

副
理
事
長
同
じ
く
横
井
宏
軒
副
理
事
長
等
多

く
の
ご
来
賓
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
ご

祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。
七
十
周
年
に
ふ
さ
わ

し
い
お
言
葉
を
い
た
だ
き
感
謝
で
胸
が
い
っ

ぱ
い
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
真
清
田
神
社
宮
司
辰
守
弘
様
に
万

歳
三
唱
を
行
っ
て
い
た
だ
き
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
度
七
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
事

は
本
部
の
先
生
方
の
長
年
の
ご
支
援
・
ご
指

導
の
お
陰
と
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
輩
の
支
部
長
が
刊
行
し
ま
し
た
一
宮
支

部
四
十
年
の
歩
み
・
五
十
年
の
歩
み
の
ペ
ー

ジ
を
繰
り
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
一
宮
支
部

が
増
々
発
展
出
来
ま
す
様
心
よ
り
祈
念
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

一 宮 支 部 創 立 70 周 年

祝賀交流会神田真秋名誉会長ご祝辞創立70周年記念講習会

創立70周年記念祝賀交流会風景創立70周年記念展「宝の書」風景
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※実施予定日が決まっている行事を掲載しました。
※行事が変更になる場合がありますので、事前の案内でご確認下さい。

月 日 曜 本　部 支　部
「支部展・支部集会・交流会・講演会・研修会・学生（学童）書展」

４
月
17 木 中日展書類搬入（本部）

５
月

1 木 中日会報215号発送（予定）

8 木 中日展裏打ち作品搬入（電気文化会館）

9 金 中日展二科審査（一部）（電気文化会館）

10 土 中日展一科審査（一部）（二部～五部は、一科審査・二科審査）（電気文化会館）

11 日 中日展特別賞選考（電気文化会館） 中日展裏打ち作品搬出（電気文化会館）

６
月

8 日 中日展授賞式・祝賀会・総会（予定）

16 月 中日展作品搬入・陳列
（名古屋市民ギャラリ－栄）

17 火 中日展作品搬入・陳列　第1期
（愛知県美術館ギャラリー） 中日展　二科作品（1部～5部）　　

18 水 中日展　第1期　審査顧問から依嘱作品 　〃

19 木 　〃 　〃

20 金 　〃 　〃

21 土 　〃 　〃

22 日 　〃� （作品搬出）　〃� （作品搬出）

23 月

24 火 中日展作品搬入・陳列　第2期
（愛知県美術館ギャラリー）

25 水 中日展　第2期　無鑑査・一科・二科賞
作品

26 木 　〃

27 金 　〃

28 土 　〃　　

29 日 　〃� （作品搬出）

７
月

1 火 中日展　第2期作品搬出②

4 金 第58回西三河支部学生書道展
（岡崎市美術館）

5 土 　〃

6 日 　〃

8 火 第48回東三河支部展
（豊橋市美術博物館）

9 水 　〃

10 木 　〃

11 金 第38回北勢支部展
（四日市市文化会館） 　〃

12 土

　〃 　〃　東三河支部集会・講演会

一宮支部第52回七夕まつり学
生書道展・第31回七夕まつり
選抜作品展
（一宮スポーツ文化センター）

13 日

北勢支部展・支部集会・講演
会

　〃

一宮支部第52回七夕まつり学
生書道展・第31回七夕まつり
選抜作品展
（一宮スポーツ文化センター）

20 日 第2回半田支部学生展
（瀧上工業雁宿ホール）

21 月 　〃

８
月

1 金 第38回濃飛支部展
（恵那文化センター）

2 土 　〃

3 日 　〃　濃飛支部集会・交流会

17 日 第10回半田支部公開書道研修
会（瀧上工業雁宿ホール）

９
月

26 金 第29回岐阜支部展
（岐阜市民会館）

27 土 　〃

28 日 　〃

令和7年（2025）度　中部日本書道会　行事予定表「4月～9月」



中 日 会 報第 215 号 令和７年４月１日 �6



中 日 会 報令和７年４月１日 第 215 号�7

令
和
六
年
度　
公
益
社
団
法
人 

中
部
日
本
書
道
会

　
 

第
四
回
理
事
会
の
報
告�

（
理
事
会
議
案
書

よ
り　

抜　

粋

）

令
和
六
年
度　

公
益
社
団
法
人 

中
部
日
本
書
道
会 

第
四
回　

理　

事　

会

第
一
号
議
案　

令
和
七
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
関
す
る
件

第
二
号
議
案　

令
和
七
年
度
予
算
（
案
）
に
関
す
る
件

　

⑴　

収
支
予
算
書

　

⑵　

正
味
財
産
増
減
予
算
書

　

⑶　

事
業
区
分
後
の
正
味
財
産
増
減
予
算
書

　

⑷　

資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込
み
に
つ
い
て

第
三
号
議
案　

特
別
昇
格
者
の
承
認
に
関
す
る
件

第
四
号
議
案　

評
議
員
の
承
認
に
関
す
る
件

第
五
号
議
案　

正
会
員
の
承
認
に
関
す
る
件

第
六
号
議
案　

審
査
会
員
の
承
認
に
関
す
る
件

第
七
号
議
案　

新
役
員
選
考
委
員
の
選
出
に
関
す
る
件

第
一
号
議
案　

�

令
和
七
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に

関
す
る
件

Ⅰ　

書
道
普
及
振
興
事
業
（
公
益
目
的
事
業
一
）

一　

展
覧
会
等
の
事
業

　

�　

本
会
は
、
出
展
作
品
の
審
査
を
行
う
公
募
展
で
あ
る

中
日
書
道
展
を
企
画
運
営
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来

よ
り
、
書
道
文
化
の
普
及
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と

は
周
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
加
え
て
、
初
心
者
、

若
年
層
お
よ
び
地
域
の
書
道
愛
好
家
の
た
め
に
、
こ
れ

に
ふ
さ
わ
し
い
書
道
展
の
開
催
も
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
本
会
で
は
、
中
日
書
き
ぞ
め
展
、
一

宮
支
部
学
生
展
、
半
田
支
部
学
生
展
、
西
三
河
支
部
学

生
書
道
展
、
東
三
河
こ
ど
も
書
道
展
を
出
展
作
品
審
査

を
行
う
公
募
展
と
し
て
開
催
す
る
。

　

�　

ま
た
、
書
道
芸
術
の
発
展
の
た
め
に
は
、
書
の
技
量
の

上
達
だ
け
で
な
く
、
書
に
関
す
る
幅
広
い
教
養
の
習
得

も
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
本
会
で
は
、
書
道
教
育
研

修
会
、
公
開
講
座
、
講
演
会
、
研
修
会
を
実
施
す
る
。

　

⑴　

第
七
十
四
回
中
日
書
道
展

　
　
　

会
期　

令
和
七
年
六
月
十
七
日
～
二
十
九
日

　
　
　

会
場　

�

愛
知
県
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
　
　

名
古
屋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
栄

　

⑵　

第
七
十
六
回
中
日
書
き
ぞ
め
展

　
　
　

会
期　

令
和
八
年
三
月
十
四
日
～
十
五
日

　
　
　

会
場　

ナ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク　

ア
ト
リ
ウ
ム

　

⑶　

中
日
支
部
学
生
書
道
展

　
　
　

◦
第
五
十
三
回
一
宮
支
部
学
生
書
道
展

　
　
　
　

会
期　

令
和
七
年
十
一
月
二
十
二
日
～
二
十
三
日

　
　
　
　

会
場　

一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　

◦
第
二
回
半
田
支
部
学
生
展

　
　
　
　

会
期　

令
和
七
年
七
月

　
　
　
　

場
所　

半
田
市
福
祉
会
館

　
　
　

◦
第
五
十
八
回
西
三
河
支
部
学
生
書
道
展

　
　
　
　

会
期　

令
和
七
年
七
月
四
日
～
五
日

　
　
　
　

会
場　

岡
崎
市
美
術
館

　
　
　

◦
第
五
回
東
三
河
こ
ど
も
書
道
展

　
　
　
　

会
期　

令
和
八
年
一
月

　
　
　
　

会
場　

豊
橋
市
こ
ど
も
未
来
館
こ
こ
に
こ

　

⑷　

第
三
十
七
回
書
道
教
育
研
修
会

　
　
　

日
時　

令
和
七
年
十
月
十
九
日

　
　
　

会
場　

名
古
屋
国
際
セ
ン
タ
ー

　

⑸　

第
二
十
九
回
書
の
魅
力 

公
開
講
座

　
　
　

日
時　

令
和
七
年
十
一
月
三
十
日

　
　
　

会
場　

電
気
文
化
会
館
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

　

⑹　

講
演
会

　
　
　

�

本
部（
令
和
八
年
二
月
）、
一
宮（
令
和
八
年
二
月
）、

半
田
（
令
和
八
年
三
月
）、
西
三
河
（
令
和
八
年
二

月
）、
東
三
河
（
令
和
八
年
二
月
）、
北
勢
（
令
和

七
年
七
月
）、
中
南
勢
（
令
和
七
年
十
一
月
）、
岐

阜
（
令
和
八
年
二
月
）

　

⑺　

研
修
会
・
講
習
会

　
　
　

�

一
宮
（
令
和
七
年
十
月
）
半
田
（
令
和
七
年
十
一

月
）、
東
三
河（
令
和
七
年
十
月
・
令
和
八
年
二
月
）、

北
勢
（
令
和
七
年
十
一
月
・
令
和
八
年
二
月
）、
中

南
勢
（
令
和
七
年
十
月
）、
岐
阜
（
令
和
七
年
十
一

月
）

　

⑻　

支
部
公
開
書
道
研
修
会

　
　
　

半
田　

令
和
七
年
八
月

　
　
　

会
場　

半
田
市
福
祉
文
化
会
館

　

⑼　

�

第
七
回
手
書
き
文
字
年
賀
状
コ
ン
ク
ー
ル
（
令
和

八
年
一
月
）

Ⅱ　

福
祉
事
業
（
公
益
目
的
事
業
二
）

　

�　

本
会
で
は
、
従
来
よ
り
社
会
福
祉
法
人
へ
の
募
金
に

よ
る
社
会
事
業
へ
の
協
力
奉
仕
を
行
っ
て
い
る
。
引
き

続
き
本
年
度
も
、
会
員
の
う
ち
有
志
か
ら
募
金
を
募
り
、

社
会
福
祉
法
人
中
日
新
聞
社
会
事
業
団
お
よ
び
社
会
福

祉
法
人
東
海
テ
レ
ビ
福
祉
文
化
事
業
団
に
寄
付
を
お
こ

な
う
。

　

⑴　

令
和
七
年
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
愛
の
募
金

　
　
　

期
間　

令
和
七
年
十
月
～
十
二
月

Ⅲ　

そ
の
他
の
事
業
（
相
互
扶
助
等
事
業
）

　

�　

本
会
は
、
出
展
作
品
の
審
査
を
行
わ
な
い
公
募
展
及

び
会
員
向
け
書
道
展
と
し
て
、
書
の
匠
展
・
壽
書
展
及

び
各
支
部
に
お
い
て
支
部
展
を
行
う
。

　

�　

ま
た
、
会
員
を
対
象
と
し
て
、
本
部
講
演
会
を
開
催

し
て
、
会
員
の
資
質
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

�　

支
部
に
お
い
て
は
、
会
員
向
け
講
習
会
・
講
演
会
を
行

い
支
部
会
員
の
資
質
向
上
に
努
め
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、

本
会
で
は
会
員
の
研
鑽
・
資
質
向
上
の
た
め
、
本
部
お

よ
び
各
支
部
に
お
い
て
記
念
事
業
、
研
究
会
、
研
修
会
、

研
修
旅
行
を
行
う
。

　

�　

会
員
の
福
利
厚
生
の
た
め
に
、
必
要
と
す
る
事
業
を

行
う
。

　

⑴　

出
展
作
品
の
審
査
を
行
わ
な
い
公
募
展
及
び
会
員

向
け
展
覧
会

　
　
　

①　

第
六
回
書
の
匠
展
・
第
三
四
回
壽
書
展

　
　
　
　
　

会
期　

令
和
七
年
十
一
月
二
十
六
日
～
三
十
日

　
　
　
　
　

会
場　

電
気
文
化
会
館
東
・
西
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　

②　

支
部
展

　
　
　
　
　

◦
第
七
十
回
記
念
一
宮
支
部
展

　
　
　
　
　
　

会
期　
令
和
七
年
十
一
月
二
十
二
日
～
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　

会
場　

一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

◦
第
五
十
九
回
半
田
支
部
展

　
　
　
　
　
　

会
期　

令
和
七
年
九
月

　
　
　
　
　
　

会
場　

半
田
市
福
祉
文
化
会
館

　
　
　
　
　

◦
第
五
十
八
回
西
三
河
支
部
会
員
展

　
　
　
　
　
　

会
期　

令
和
八
年
二
月
十
一
日
～
十
五
日

　
　
　
　
　
　

会
場　

岡
崎
市
美
術
館

　
　
　
　
　

◦
第
四
十
八
回
東
三
河
支
部
展

　
　
　
　
　
　

会
期　

令
和
七
年
七
月
八
日
～
十
三
日

　
　
　
　
　
　

会
場　

豊
橋
市
美
術
博
物
館

　
　
　
　
　

◦
第
三
十
八
回
濃
飛
支
部
展

　
　
　
　
　
　

会
期　

令
和
七
年
八
月
一
日
～
三
日

　
　
　
　
　
　

会
場　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

◦
第
三
十
八
回
北
勢
支
部
展

　
　
　
　
　
　

会
期　

令
和
七
年
七
月
十
一
日
～
十
三
日

　
　
　
　
　
　

会
場　

四
日
市
市
文
化
会
館

　
　
　
　
　

◦
第
三
十
八
回
中
南
勢
支
部
展

　
　
　
　
　
　

会
期　

令
和
七
年
十
一
月
五
日
～
九
日

　
　
　
　
　
　

会
場　

三
重
県
立
美
術
館
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
　

◦
第
二
十
九
回
岐
阜
支
部
展

　
　
　
　
　
　

会
期　

令
和
七
年
九
月
二
十
六
日
～
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　

会
場　

岐
阜
市
民
会
館

　

⑵　

研
究
会

　
　
　

西
三
河
（
令
和
八
年
三
月
）

　

⑶　

研
修
会

　
　
　

�

西
三
河（
令
和
七
年
十
月
）、
濃
飛（
令
和
七
年
十
一

月
）

　

⑷　

交
流
会

　
　
　

�

本
部
（
令
和
七
年
六
月
・
令
和
八
年
二
月
）、
一
宮

（
令
和
八
年
二
月
）、
半
田
（
令
和
八
年
三
月
、
濃

飛
（
令
和
七
年
八
月
）、
北
勢
（
令
和
七
年
七
月
）、

中
南
勢
（
令
和
七
年
十
一
月
、
岐
阜
（
令
和
七
年

九
月
）

　

⑸　

福
利
厚
生
事
業

　
　
　

①
会
員
交
流
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　
　
　
　

日
時　

令
和
七
年
十
二
月

　
　
　
　

会
場　

デ
ィ
グ
ワ
ー
ル
ド
名
古
屋

　
　
　

②
塾
総
合
保
険

　
　
　

そ
の
他
各
種
事
業

　
　
　

①
書
道
に
関
す
る
調
査
研
究
お
よ
び
発
表

　
　
　

②
書
道
教
育
者
の
推
薦
書
お
よ
び
看
板
の
交
付

　
　
　

③
外
国
研
修
旅
行
補
助

　
　
　

④
組
織
拡
大
事
業

　
　
　
　

・
会
員
章
（
門
章
・
襟
章
）
の
交
付

　
　
　
　

・
会
員
名
簿
の
発
行

　
　
　

⑤
広
報
活
動
事
業

　
　
　
　

・
中
日
会
報
（
年
三
回
）・
支
部
会
報
の
発
行

　
　
　
　

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
提
供

　
　
　

⑥
資
料
文
献
収
集
保
存
事
業

　
　
　

⑦
書
道
功
労
者
等
顕
彰
事
業

　
　
　

⑧
そ
の
他　

各
種
行
事

Ⅳ　

管
理
業
務

　
　

本
会
の
事
業
遂
行
の
た
め
以
下
の
会
議
を
行
う
。

　

一　

総
会　

一
回
（
令
和
七
年
六
月
）

　

二　

�

理
事
会　

四
回
（
令
和
七
年
四
月
、
令
和
七
年
五

月
、
令
和
七
年
六
月
、
令
和
八
年
二
月
）

　

三　

評
議
員
会　

一
回
（
令
和
八
年
二
月
）

　

四　

企
画
委
員
会　

十
二
回
（
各
月
）
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予
　
算
　
書
（
案
）
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令
和
7
年
4
月
1
日
　
　
至
　
令
和
８
年
3
月
31日

公
益
社
団
法
人
　
中
　
部
　
日
　
本
　
書
　
道
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科
　
　
目

令
和
7
年
度

予
算
額
（
Ａ
）

令
和
6
年
度

予
算
額
（
Ｂ
）

増
　
減

（
Ａ
）
－
（
Ｂ
）

説
　
　
明

円
円

円
Ⅰ
　
事
業
活
動
収
支
の
部

　
1
．
事
業
活
動
収
入

�
①
基
本
財
産
運
用
収
入

�
�
1
�基
本
財
産
利
息
収
入

6,020
600

5,420
3000万

×
0.002%

�
②
特
定
資
産
運
用
収
入

�
�
1
�特
定
資
産
利
息
収
入

250,000
241,000

9,000
定
期
利
息
、
国
債
利
息

�
③
会

費
収

入
�

�
1
� 理
事
監
事
受
取
会
費
収
入

518,000
518,000

0
理
事
監
事
14000円

�
�
2
�評
議
員
参
与
受
取
会
費
収
入

13,080,000
13,224,000

△
�144,000

評
議
員
参
与
12000円

�
�
3
�正
会
員
受
取
会
費
収
入

14,008,000
15,336,000

△
�1,328,000

正
会
員
8000円

�
�
4
�準
会
員
受
取
会
費
収
入

1,570,000
1,360,000

210,000
準
会
員
5000円

�
�
5
�協
賛
会
員
受
取
会
費
収
入

925,000
950,000

△
�25,000

協
賛
会
員
25000円

�
�
�
会
費
収
入
計

30,101,000
31,388,000

△
�1,287,000

�
④
事

業
収

入
�

�
1
�寿
・
匠
書
展
参
加
料

1,260,000
1,380,000

△
�120,000

6,000円
×
210点

�
�
2
�支

部
展
収
入

3,995,000
4,089,000

△
�94,000

支
部
別
内
訳
参
照

�
�
3
�支
部
学
生
展
収
入

3,850,000
4,232,500

△
�382,500

支
部
別
内
訳
参
照

�
�
4
�支
部
選
抜
展
収
入

0
0

0
支
部
別
内
訳
参
照

�
�
5
�支
部
研
修
会
収
入

1,570,000
1,745,000

△
�175,000

支
部
別
内
訳
参
照

�
�
6
�支
部
講
習
会
収
入

60,000
40,000

20,000
支
部
別
内
訳
参
照

�
�
7
�書道教育者推薦教室看板料収入

50,000
50,000

0
25000円

×
2件

�
�
８
�塾
総
合
保
険
料
収
入

160,000
200,000

△
�40,000

�
�
9
�会
員
交
流
収
入

120,000
240,000

△
�120,000

�
�
10�公

開
講
座
収
入

200,000
180,000

20,000
2000円

(
資
料
代
)
×
100名

�
�
11�書

道
教
育
研
修
参
加
料
収
入

30,000
30,000

0
3000円

×
10名

(会
員
外
)

�
�
12�記

念
事
業
収
入

0
0

0
�

�
13�中

日
展
収
入

41,633,500
43,095,000

△
�1,461,500

中
日
展
収
入
内
訳
参
照

�
�
14� 中

日
書
き
ぞ
め
展
収
入

5,000,000
5,000,000

0
400円

×
約
12,500点（

整
理
費
差
引
）

�
�
15�愛

の
募
金
収
入

3,750,000
3,750,000

0
�

�
16�本

部
祝
賀
会
収
入

11,000,000
11,000,000

0
�

�
17�支

部
祝
賀
会
収
入

1,952,000
2,124,500

△
�172,500

支
部
別
内
訳
参
照

�
�
�
事
業
収
入
計

74,630,500
77,156,000

△
�2,525,500

�
⑤
寄

付
金

収
入

�
�
1
�寄

付
金
収
入

0
0

0
�

⑥
雑

収
入

�
�
1
�普
通
預
金
受
取
利
息

500
70

430
�

�
2
�会
員
名
簿
広
告
料
収
入

840,000
0

840,000
令
和
７
・
8年
度
版

�
�
3
�宛
名
ラ
ベ
ル
発
行
手
数
料
収
入

200,000
302,000

△
�102,000

�
�
4
�負

担
金
収
入

95,000
95,000

0
一
宮
支
部

�
�
5
�雑

収
入

5,000
3,000

2,000
備
品
貸
し
出
し

�
�
�
雑

収
入

計
1,140,500

400,070
740,430

事
業
活
動
収
入
計

106,128,020
109,185,670

△
�3,057,650

　
2
．
事
業
活
動
支
出

�
①
事

業
費

支
出

支
部
事
業
費
含
む

�
�
1
� 企画委員を兼務する評議員報酬

550,000
600,000

△
�50,000

�
�
2
�臨

時
雇
賃
金

0
0

0
�

�
3
�報

償
謝

金
955,000

1,056,000
△
�101,000

各
種
謝
礼

�
�
4
�報

償
奨

励
5,809,000

5,956,000
△
�147,000

賞
品
代
、
記
念
品
代

�
�
5
�報

償
交

際
180,300

114,500
65,800

事
業
交
際
費

�
�
6
�旅

費
交
通
費

6,619,000
6,977,000

△
�358,000

作
業
時
交
通
費
　
バ
ス
　
タ
ク
シ
ー

�
�
7
�食

糧
費

2,318,000
2,411,000

△
�93,000

作
業
時
食
事

�
�
８
�消

耗
品

費
436,000

1,348,500
△
�912,500

�
�
9
�印

刷
製
本
費

7,445,300
7,805,200

△
�359,900

展
覧
会
案
内
、
出
品
票
、
賞
状
等

�
�
10�光

熱
水

費
54,000

49,000
5,000

半
田
支
部
事
業
光
熱
費

�
�
11�通

信
運
搬
費

1,519,400
1,899,300

△
�379,900

�
�
12�手

数
料

130,500
124,500

6,000
�

�
13�事

務
所
賃
料

0
14,000

△
�14,000

�
�
14�使

用
料

5,717,750
6,946,400

△
�1,228,650

会
場
使
用
料

�
�
15�消

耗
什
器
備
品
費

1,000
20,000

△
�19,000

�
�
16�負

担
金

398,000
369,000

29,000
一
宮
支
部
事
業
支
払
会
費

�
�
17�委

託
料

888,000
692,000

196,000
中
日
展
受
付
等

�
�
1８�会

場
設
営
費

2,772,230
6,172,470

△
�3,400,240

会
場
設
営
、
看
板
、
パ
ネ
ル
作
成
等

�
�
19�寄

託
費

3,200,000
3,300,000

△
�100,000

愛
の
募
金
に
よ
る
寄
託
他

�
�
20�補

助
助

成
50,000

50,000
0
外
国
研
修
補
助

�
�
21�会

員
交
流
費

250,000
250,000

0
�

�
22�対

外
広
報
費

6,300,000
6,302,500

△
�2,500

新
聞
　
業
界
紙
広
告

�
�
23�会

議
費

177,000
187,000

△
�10,000

�
�
24�保

険
料

229,500
238,000

△
�8,500

塾
保
険
等

�
�
25�新

聞
図
書
費

0
0

0
�

�
26�表

装
保
管
料

3,150,000
3,250,000

△
�100,000

若
年
層
・
書
き
ぞ
め
表
装
料
ほ
か

�
�
27�本

部
講
演
会
祝
賀
会
費

11,000,000
11,000,000

0
�

�
2８� 支

部
展
覧
会
講
演
会
費

1,952,000
2,124,500

△
�172,500

事
業

費
支

出
計

62,101,980
69,256,870

△
�7,154,890

事
業
別
内
訳
参
照

備
　
　
考

支
部
別
内
訳

一
宮

半
田

西
三
河

東
三
河

濃
飛

北
勢

中
南
勢

岐
阜

合
　
計

1
理
事
監
事
会
費

15,000
5,000

20,000
5,000

0
5,000

5,000
20,000

75,000
2
評
議
員
参
与
会
費

440,000
120,000

336,000
116,000

24,000
124,000

92,000
3８4,000

1,636,000
3
正
会
員
会
費

８８0,000
196,000

556,000
196,000

40,000
1８８,000

120,000
592,000

2,76８,000
4
準
会
員
会
費

60,000
70,000

100,000
37,500

2,500
27,500

10,000
45,000

352,500
合
　
　
計

1,395,000
391,000

1,012,000
354,500

66,500
344,500

227,000
1,041,000

4,８31,500

支
部
別
内
訳

一
宮

半
田

西
三
河

東
三
河

濃
飛

北
勢

中
南
勢

岐
阜

合
　
計

1
支
部
展
収
入

８00,000
511,000

700,000
905,000

59,000
240,000

300,000
4８0,000

3,995,000
2
支
部
学
生
展
収
入
1,320,000

760,000
1,72８,000

42,000
0

0
0

0
3,８50,000

3
支
部
選
抜
展
収
入

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4
支
部
研
修
会
収
入

120,000
300,000

0
2８0,000

0
390,000

360,000
120,000

1,570,000
5
支
部
講
習
会
収
入

0
0

0
60,000

0
0

0
0

60,000
6
支
部
交
流
会
収
入

８00,000
300,000

0
0

62,000
150,000

160,000
4８0,000

1,952,000
7
負
担
金
収
入

95,000
0

0
0

0
0

0
0

95,000
合
　
　
計

3,135,000
1,８71,000

2,42８,000
1,2８7,000

121,000
7８0,000

８20,000
1,0８0,000

11,522,000

支
部
別
内
訳

一
宮

半
田

西
三
河

東
三
河

濃
飛

北
勢

中
南
勢

岐
阜

合
　
計

1
講
演
会
費

132,000
８5,000

0
115,000

0
107,000

112,750
61,000

612,750
2
講
習
会
費

0
0

0
40,000

0
72,500

0
0

112,500
3
研
究
会
費

0
0
121,000

0
0

0
0

0
121,000

4
支
部
研
修
費

60,000
427,000

2８,000
410,500

40,000
3８5,000

370,000
1８1,000

1,901,500
5
支
部
選
抜
展
費

0
0

0
0

0
0

0
0

0
6
支
部
学
生
展
費

1,713,000
760,000

1,８12,000
８0,000

0
0

0
0
4,365,000

7
支
部
展
費

310,000
420,000

734,000
795,000

40,000
204,000

232,000
397,000

3,132,000
８
色
紙
展
費

0
0

0
0

0
0

0
0

0
9
書
道
振
興
事
業
費

350,000
0

0
0

0
0

0
0

350,000
10
周
年
記
念
事
業
費

700,000
0

0
0

0
0

0
0

700,000
11
支
部
交
流
会
費

８00,000
300,000

0
0

62,000
150,000

160,000
4８0,000

1,952,000
事
業
費
計

4,065,000
1,992,000

2,695,000
1,440,500

142,000
91８,500

８74,750
1,119,000

13,246,750

支
部
別
内
訳

一
宮

半
田

西
三
河

東
三
河

濃
飛

北
勢

中
南
勢

岐
阜

合
　
計

支
部
事
務
所
費

1,010,000
472,000

８69,000
226,000

2８,000
176,000

150,000
969,500

3,900,500

積
立
金

70,000
50,000

0
300,000

0
30,000

0
300,000

750,000

積
立
金
取
崩

700,000
0

0
0

0
0

0
0

700,000

支
部
収
支
差
額

８5,000
-252,000

-124,000
-325,000

17,500
0

22,250
-267,500

-８43,750

第
2

号
議

案
　

令
和

7
年

度
予

算（
案

）に
関

す
る

件
　

⑴
 収

支
予

算
書
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備
　
　
考

中
日
展
収
入
内
訳

令
和
7年
度
予
算
額（
Ａ
）令
和
6年
度
予
算
額（
Ｂ
）

増
　
減

説
　
　
明

1
審
査
会
員
以
上
出
品
料

15,855,000
16,245,000

△
�390,000

15000円
×
1057点

2
依
嘱
・
無
鑑
査
出
品
料

10,062,000
10,660,000

△
�598,000

13000円
×
774点

3
一
科
出
品
料

5,100,000
5,400,000

△
�300,000

10000円
×
510点

4
二
科
出
品
料

3,592,000
3,760,000

△
�168,000

８000円
×
449点

5
若
年
層
出
品
料

4,319,000
4,200,000

119,000
7000円

×
617点

6
入
場
料

234,000
195,000

39,000
300円

×
7８0名

7
入
賞
目
録

46,500
60,000

△
�13,500

500円
×
93部

８
社
中
広
告
料

1,760,000
1,840,000

△
�80,000

40000円
×
44件

9
協
賛
店
広
告
料

665,000
735,000

△
�70,000

35000円
×
19件

合
　
計

41,633,500
43,095,000

△
�1,461,500

事
業
別
内
訳

令
和
7年
度
予
算
額（
Ａ
）令
和
6年
度
予
算
額（
Ｂ
）

増
　
減

説
　
　
明

1
講
演
会
費

1,075,750
1,099,000

△
�23,250

支
部
は
支
部
別
内
訳
参
照

2
寿
書
展
費

1,540,000
1,540,000

0
3
支
部
講
習
会
費

112,500
118,500

△
�6,000

支
部
別
内
訳
参
照

4
支
部
研
究
会
費

121,000
122,000

△
�1,000

支
部
別
内
訳
参
照

5
支
部
研
修
会
費

1,901,500
2,113,500

△
�212,000

支
部
別
内
訳
参
照

6
支
部
選
抜
展
費

0
0

0
支
部
別
内
訳
参
照

7
支
部
学
生
展
費

4,365,000
4,774,500

△
�409,500

支
部
別
内
訳
参
照

８
支
部
展
費

3,132,000
3,039,500

92,500
支
部
別
内
訳
参
照

9
色
紙
展
費

0
0

0
支
部
別
内
訳
参
照

10
書
道
振
興
事
業
費

350,000
350,000

0
一
宮

11
書
道
教
育
研
修
費

325,000
325,000

0
12
外
国
研
修
補
助
費

50,000
50,000

0
13
功
労
者
等
顕
彰
費

110,000
110,000

0
14
書
道
教
育
者
養
成
費

50,000
50,000

0
教
室
看
板

15
塾
総
合
保
険
事
業
費

200,000
200,000

0
16
史
跡
探
訪
費

0
0

0
17
書
道
普
及
事
業
費

1,404,000
1,772,000

△
�368,000

企
画
委
員
会

1８
周
年
記
念
事
業
費

700,000
5,000,000

△
�4,300,000

半
田
支
部

19
情
報
提
供
事
業

45,000
45,000

0
サ
イ
ト
運
営

20
調
査
研
究
費

8,000
8,000

0
21
資
料
収
集
費

63,000
63,000

0
22
公
開
講
座
費

297,000
297,000

0
23
中
日
展
費

24,934,230
26,129,370

△
�1,195,140

24
中
日
書
き
ぞ
め
展
費

4,556,000
5,102,000

△
�546,000

25
手
書
き
年
賀
状
費

180,000
160,000

20,000
26
愛
の
募
金
費

3,340,000
3,374,000

△
�34,000

27
会
員
交
流

290,000
290,000

0
2８
本
部
祝
賀
会

11,000,000
11,000,000

0
29
支
部
交
流
会
費

1,952,000
2,124,500

△
�172,500

支
部
別
内
訳
参
照

合
　
計

62,101,980
69,256,870

△
�7,154,890

管
理
費
目
別
内
訳

令
和
7年
度
予
算
額（
Ａ
）令
和
6年
度
予
算
額（
Ｂ
）

増
　
減

説
　
　
明

1
会
議
費

4,165,000
3,043,000

1,122,000
本
部

　（
1
）
総
会

1,920,000
1,310,000

610,000
　（
2
）
理
事
会

755,000
705,000

50,000
　（
3
）
理
事
・
評
議
員
会

1,425,000
1,375,000

50,000
　（
4
）
役
員
選
考
委
員
会

65,000
0

65,000
2
事
務
局
費

28,371,000
29,404,000

△
�1,033,000

本
部

3
支
部
事
務
所
費

3,900,500
3,649,500

251,000
支
部
別
一
覧
参
照

4
慶
弔
費

106,000
160,000

△
�54,000

供
花
、
見
舞
金
等

5
会
報
費

4,245,400
4,507,750

△
�262,350

年
3
回
発
行

6
名
簿
費

1,389,000
20,000

1,369,000
令
和
7
・
８
年
度
版

合
　
計

42,176,900
41,131,250

1,045,650

事
業
及
び
管
理
合
計

104,278,880
110,388,120

△
�6,109,240

科
　
　
目

令
和
7
年
度

予
算
額
（
Ａ
）

令
和
6
年
度

予
算
額
（
Ｂ
）

増
　
減

（
Ａ
）
－
（
Ｂ
）

説
　
　
明

円
円

円
�

②
管

理
費

支
出

支
部
事
務
所
費
含
む

�
�
1
�理
事
監
事
報
酬

1,115,000
1,575,000

△
�460,000

�
�
2
�名
誉
会
長
報
酬

207,000
207,000

0
�

�
3
�名
誉
会
長
代
行
報
酬

62,000
93,000

△
�31,000

�
�
4
�名
誉
副
会
長
報
酬

41,000
62,000

△
�21,000

�
�
5
�学
術
顧
問
報
酬

112,000
207,000

△
�95,000

�
�
6
�従
業
員
給
料
手
当

5,500,000
5,800,000

△
�300,000

職
員
給
与
・
賞
与

�
�
7
�臨

時
雇
賃
金

1,000,000
1,000,000

0
臨
時
職
員

�
�
８
�人

材
派
遣
費

500,000
500,000

0
派
遣
社
員

�
�
9
�福

利
厚
生
費

31,000
35,000

△
�4,000

�
�
10�報

償
謝

金
1,430,000

1,540,000
△
�110,000

税
理
士
・
司
法
書
士
・
労
務
士

�
�
11�報

償
奨

励
50,000

55,000
△
�5,000

支
部
賞
品
代
、
記
念
品
代

�
�
12�報

償
交

際
580,000

711,000
△
�131,000

慶
弔
等

�
�
13�旅

費
交
通
費

2,769,000
2,717,000

52,000
職
員
交
通
費
　
タ
ク
シ
ー
　
駐
車
料

�
�
14�食

糧
費

367,000
395,000

△
�28,000

�
�
15�消

耗
品

費
748,000

689,000
59,000

�
�
16�印

刷
製
本
費

9,191,400
6,838,000

2,353,400
会
員
名
簿
　
会
報
・
議
案
書
ほ
か

�
�
17�光

熱
水

費
505,000

361,000
144,000

本
部
事
務
所
電
気
、
冷
暖
房

�
�
1８�通

信
運
搬
費

4,431,500
4,839,500

△
�408,000

電
話
、
郵
送
料
等

�
�
19�手

数
料

495,000
510,000

△
�15,000

振
込
料

�
�
20�事

務
所
賃
料

8,000,000
8,000,000

0
本
部
・
支
部
事
務
所

�
�
21�使

用
料

1,814,000
1,832,000

△
�18,000

会
議
室
、
印
刷
機
リ
ー
ス
ほ
か

�
�
22�消

耗
什
器
備
品
費

60,000
100,000

△
�40,000

�
�
23�租

税
公

課
25,000

25,000
0
法
人
市
県
民
税

�
�
24�負

担
金

202,000
52,000

150,000
諸
会
費

�
�
25�委

託
料

439,000
454,750

△
�15,750

�
�
26�会

場
設
営
費

350,000
350,000

0
総
会
等
看
板

�
�
27�寄

託
費

500,000
150,000

350,000
全
日
本
書
道
連
盟
助
け
あ
い

�
�
2８�補

助
助

成
9,000

11,000
△
�2,000

�
�
29�法

定
福

利
900,000

900,000
0
職
員
社
会
保
険
・
雇
用
保
険

�
�
30�対

外
広
報
費

336,000
386,000

△
�50,000

新
聞
広
告

�
�
31�会

議
費

367,000
696,000

△
�329,000

理
事
会
　
支
部
幹
部
会

�
�
32�新

聞
図
書
費

40,000
40,000

0
�

�
33�雑

支
出

0
0

0
�

�
�
管
理
費
支
出
計

42,176,900
41,131,250

1,045,650
管
理
費
目
別
内
訳
参
照

事
業
活
動
支
出
計

104,278,880
110,388,120

△
�6,109,240

原
価
償
却
費
は
加
算
せ
ず

事
業
活
動
収
支
差
額

1,849,140
△
�1,202,450

3,051,590
Ⅱ
　
投
資
活
動
収
支
の
部

　
1
．
投
資
活
動
収
入

�
①
特
定
資
産
取
崩
収
入

資
産
取
崩

�
�
1
�本
部
定
期
取
崩

0
0

0
�

�
2
�退
職
給
付
引
当
資
産
取
崩

0
0

0
�

�
3
�設
備
拡
充
資
金
積
立
金
支
出
取
崩

0
0

0
�

�
4
�本
部
記
念
事
業
積
立
金
取
崩

0
3,900,008

△
�3,900,008

90周
年
事
業

�
�
5
�名
簿
費
引
当
金
取
崩

500,000
0

500,000
令
和
7
・
８
年
度
版

�
�
6
�支
部
特
定
資
産
積
立
金
取
崩

700,000
0

700,000
一
宮

投
資
活
動
収
入
計

1,200,000
3,900,008

△
�2,700,008

　
2
．
投
資
活
動
支
出

�
①
特
定
資
産
取
得
支
出

資
産
積
立

�
�
1
�退
職
給
付
引
当
資
産
取
得
支
出

144,000
144,000

0
�

�
2
�設
備
拡
充
資
金
積
立
金
支
出

50,000
50,000

0
�

�
3
�本部90周年記念事業積立金支出

0
0

0
2024年

(令
和
6
年
)

�
�
4
�本
部
100周

年
記
念
事
業
積
立
金

500,000
500,000

0
2034年

(令
和
16年

)
�

�
5
�名
簿
費
引
当
金
積
立
支
出

0
500,000

△
�500,000

令
和
7・
8年
度
版

�
�
6
�支
部
特
定
資
産
積
立
金
支
出

750,000
900,000

△
�150,000

一
宮
・
半
田
・
北
勢
・
岐
阜

特
定
資
産
取
得
支
出
計

1,444,000
2,094,000

△
�650,000

�
②
固
定
資
産
取
得
支
出

�
�
1
�什
器
備
品
取
得
支
出

0
0

0
10万

円
以
上
備
品

�
�
�
固
定
資
産
取
得
支
出
計

0
0

0
投
資
活
動
支
出
計

1,444,000
2,094,000

△
�650,000

投
資
活
動
収
支
差
額

△
�244,000

1,806,008
△
�2,050,008

Ⅲ
　
財
務
活
動
収
支
の
部

　
1
．
財
務
活
動
収
入

0
0

0
借
入
金

　
2
．
財
務
活
動
支
出

0
0

0
返
済

財
務
活
動
収
支
差
額

0
0

0
�

予
備

費
支

出
500,000

500,000
0

�
当
期
収
支
差
額

1,105,140
103,558

1,001,582
�

前
期
繰
越
収
支
差
額

6,992,496
6,888,938

103,558
�

次
期
繰
越
収
支
差
額

8,097,636
6,992,496

1,105,140



中 日 会 報第 215 号 令和７年４月１日 �10

科
　
　
目

令
和
7年
度
予
算
額（
A）

令
和
6年
度
予
算
額
（
B）
増
減
（
A
）
－
（
B
）

説
　
　
明

円
円

円
Ⅰ
　
一
般
正
味
財
産
増
減
の
部

　
1
．
経
常
増
減
の
部

　（
1
）�経
常
収
益

�
①
�基

本
財

産
運

用
益

�
�
1
�基
本
財
産
受
取
利
息

6,020
600

5,420
�

②
�特

定
資

産
運

用
益

�
�
1
�特
定
資
産
受
取
利
息

250,000
241,000

9,000
�

③
�受

取
会

費
�

�
1
�理
事
監
事
受
取
会
費

518,000
518,000

0
�

�
2
�評
議
員
参
与
受
取
会
費

13,080,000
13,224,000

△
�144,000

�
�
3
�正

会
員
受
取
会
費

14,008,000
15,336,000

△
�1,328,000

�
�
4
�準

会
員
受
取
会
費

1,570,000
1,360,000

210,000
�

�
5
�協
賛
会
員
受
取
会
費

925,000
950,000

△
�25,000

�
�
�
受

取
会

費
計

30,101,000
31,388,000

△
�1,287,000

�
④
�事

業
収

益
�

�
1
�寿

・
匠
書
展
収
入

1,260,000
1,380,000

△
�120,000

�
�
2
�支

部
展

収
入

3,995,000
4,089,000

△
�94,000

�
�
3
�支

部
学
生
展
収
入

3,850,000
4,232,500

△
�382,500

�
�
4
�支

部
選
抜
展
収
入

0
0

0
�

�
5
�支

部
研
修
会
収
入

1,570,000
1,745,000

△
�175,000

�
�
6
�支

部
講
習
会
収
入

60,000
40,000

20,000
�

�
7
� 書
道
教
育
者
推
薦
教
室
看
板
料
収
入

50,000
50,000

0
�

�
８
�塾
総
合
保
険
料
収
入

160,000
200,000

△
�40,000

�
�
9
�会

員
交

流
収

入
120,000

240,000
△
�120,000

�
�
10�公

開
講

座
収

入
200,000

180,000
20,000

�
�
11�書

道
教
育
研
修
参
加
料
収
入

30,000
30,000

0
�

�
12�周

年
記
念
事
業
収
入

0
0

0
�

�
13�中

日
展

収
入

41,633,500
43,095,000

△
�1,461,500

�
�
14�中

日
書
き
ぞ
め
展
収
入

5,000,000
5,000,000

0
�

�
15�愛

の
募

金
収

入
3,750,000

3,750,000
0

�
�
16�本

部
祝
賀
会
収
入

11,000,000
11,000,000

0
�

�
17�支

部
祝
賀
会
収
入

1,952,000
2,124,500

△
�172,500

�
�
�
事

業
収

益
計

74,630,500
77,156,000

△
�2,525,500

�
⑤
�受

取
寄

付
金

�
�
1
�受

取
寄

付
金

0
0

0
�

⑥
�雑

収
益

�
�
1
�普
通
預
金
受
取
利
息

500
70

430
�

�
2
�会
員
名
簿
広
告
料
収
入

840,000
0

840,000
�

�
3
�宛
名
ラ
ベ
ル
発
行
手
数
料
収
入

200,000
302,000

△
�102,000

�
�
4
�負

担
金

収
入

95,000
95,000

0
�

�
5
�雑

収
入

5,000
3,000

2,000
�

�
�
雑

収
益

計
1,140,500

400,070
740,430

�
�
経

常
収

益
計

106,128,020
109,185,670

△
�3,057,650

　（
2
）�経
常
費
用

�
�
1
�理

事
監

事
報

酬
1,115,000

1,575,000
△
�460,000

�
�
2
�名

誉
会

長
報

酬
207,000

207,000
0

�
�
3
�名
誉
会
長
代
行
報
酬

62,000
93,000

△
�31,000

�
�
4
�名

誉
副
会
長
報
酬

41,000
62,000

△
�21,000

�
�
5
�学

術
顧

問
報

酬
112,000

207,000
△
�95,000

令
和
7
年
度
　
正
味
財
産
増
減
予
算
書
（
案
）
自
　
令
和
7
年
4
月
1
日

至
　
令
和
８
年
3
月
31日

�
�
6
�企
画
委
員
を
兼
務
す
る
評
議
員
報
酬

550,000
600,000

△
�50,000

�
�
7
�従

業
員
給
料
手
当

5,500,000
5,800,000

△
�300,000

�
�
８
�退

職
金

0
0

0
�

�
9
�臨

時
雇

賃
金

1,000,000
1,000,000

0
�

�
10�人

材
派

遣
費

500,000
500,000

0
�

�
11�福

利
厚

生
費

31,000
35,000

△
�4,000

�
�
12�報

償
謝

金
2,385,000

2,596,000
△
�211,000

�
�
13�報

償
奨

励
5,859,000

6,011,000
△
�152,000

�
�
14�報

償
交

際
760,300

825,500
△
�65,200

�
�
15�旅

費
交

通
費

9,388,000
9,694,000

△
�306,000

�
�
16�食

糧
費

2,685,000
2,806,000

△
�121,000

�
�
17�消

耗
品

費
1,184,000

2,037,500
△
�853,500

�
�
1８�印

刷
製

本
費

16,636,700
14,643,200

1,993,500
�

�
19�光

熱
水

費
559,000

410,000
149,000

�
�
20�通

信
運

搬
費

5,950,900
6,738,800

△
�787,900

�
�
21�手

数
料

625,500
634,500

△
�9,000

�
�
22�事

務
所

賃
料

8,000,000
8,014,000

△
�14,000

�
�
23�使

用
料

7,531,750
8,778,400

△
�1,246,650

�
�
24�消

耗
什
器
備
品
費

61,000
120,000

△
�59,000

�
�
25�租

税
公

課
25,000

25,000
0

�
�
26�負

担
金

600,000
421,000

179,000
�

�
27�委

託
料

1,327,000
1,146,750

180,250
�

�
2８�会

場
設

営
費

3,122,230
6,522,470

△
�3,400,240

�
�
29�寄

託
費

3,700,000
3,450,000

250,000
�

�
30�補

助
助

成
59,000

61,000
△
�2,000

�
�
31�法

定
福

利
900,000

900,000
0

�
�
32�会

員
交

流
費

250,000
250,000

0
�

�
33�対

外
広

報
費

6,636,000
6,688,500

△
�52,500

�
�
34�会

議
費

544,000
883,000

△
�339,000

�
�
35�保

険
料

229,500
238,000

△
�8,500

�
�
36�新

聞
図

書
費

40,000
40,000

0
�

�
37�表

装
保

管
料

3,150,000
3,250,000

△
�100,000

�
�
3８�本

部
講
演
会
祝
賀
会
費

11,000,000
11,000,000

0
�

�
39�支

部
展
覧
会
講
演
会
費

1,952,000
2,124,500

△
�172,500

�
�
40�雑

支
出

0
0

0
�

�
41�減

価
償

却
費

0�
0�

0
�

�
経

常
費

用
計

104,278,880
110,388,120

△
�6,109,240

�
�
当

期
経

常
増

減
額

1,849,140
△
�1,202,450

3,051,590

2
．
経
常
外
増
減
の
部

　（
1
）�経
常
外
収
益

0
0

0
�

�
経

常
外

収
益

計
0

0
0

　（
2
）�経
常
外
費
用

0
0

0
�

�
経

常
外

費
用

計
0

0
0

�
�
当
期
経
常
外
増
減
額

0
0

0
�

�
当
期
一
般
正
味
財
産
増
減
額

1,849,140
△
�1,202,450

3,051,590
�

�
一
般
正
味
財
産
期
首
残
高

96,860,319
104,175,590

△
�7,315,271

2024年
3月
31日

残
高

�
�
一
般
正
味
財
産
期
末
残
高

98,709,459
102,973,140

△
�4,263,681

Ⅱ
　
指
定
正
味
財
産
増
減
の
部

�
�
当
期
指
定
正
味
財
産
増
減
額

0
0

0
�

�
指
定
正
味
財
産
期
首
残
高

0
0

0
�

�
指
定
正
味
財
産
期
末
残
高

0
0

0

Ⅲ
　
正
味
財
産
期
末
残
高

98,709,459
102,973,140

△
�4,263,681

⑵
 正

味
財

産
増

減
予

算
書
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科
目

公
益
目
的
事
業
会
計

収
益
事
業
等
会
計
法
人
会
計

合
計

備
考

公
1

公
2

共
通

小
計

他
1

Ⅰ
　
一
般
正
味
財
産
増
減
の
部

　（
1
）�
経
常
収
益

�
①
� 基
本
財
産
運
用
収
入

�
�
�
基
本
財
産
運
用
収
入

0
6,020

6,020
0

0
6,020

�
②
�特
定
資
産
運
用
収
入

�
�
�
特
定
資
産
運
用
収
入

0
250,000

250,000
0

0
250,000

�
③
�会

費
収

入
�

�
�
理
事
監
事
会
費
収
入

0
259,000

259,000
51,800

207,200
518,000

�
�
�
評
議
員
参
与
会
費
収
入

0
6,540,000

6,540,000
1,308,000

5,232,000
13,080,000

�
�
�
正
会
員
会
費
収
入

0
7,004,000

7,004,000
1,400,800

5,603,200
14,008,000

�
�
�
準
会
員
会
費
収
入

0
785,000

785,000
157,000

628,000
1,570,000

�
�
�
協
賛
会
員
会
費
収
入

0
462,500

462,500
92,500

370,000
925,000

�
④
�未

収
会

費
　
　

未
収

会
費

0
0

0
0

�
⑤
�事

業
収

益
�

�
�
寿
書
展
収
入

0
0

0
0

1,260,000
1,260,000

�
�
�
支
部
展
収
入

0
0

0
0

3,995,000
3,995,000

�
�
�
支
部
学
生
展
収
入

3,850,000
0

3,850,000
3,850,000

�
�
�
支
部
選
抜
展
収
入

0
0

0
0

�
�
�
支
部
研
修
会
収
入

0
0

1,570,000
1,570,000

�
�
�
支
部
講
習
会
収
入

0
0

60,000
60,000

�
�
�

書道教育者推薦教室看板料収入
0

0
50,000

50,000
�

�
�
塾
総
合
保
険
料
収
入

0
0

160,000
160,000

�
�
�
会
員
交
流
参
加
料
収
入

0
0

120,000
120,000

�
�
�
公
開
講
座
参
加
料
収
入

200,000
0

200,000
200,000

�
�
�
書道教育研修参加料収入

0
0

30,000
30,000

�
�
�
周
年
記
念
事
業
収
入

0
0

0
�

�
�
中
日
展
収
入

41,633,500
0
41,633,500

41,633,500
�

�
�
中
日
書
き
ぞ
め
展
収
入

5,000,000
0

5,000,000
5,000,000

�
�
�
愛
の
募
金
収
入

3,750,000
0

3,750,000
3,750,000

�
�
�
本
部
祝
賀
会
収
入

0
0

0
0
11,000,000

11,000,000
�

�
�
支
部
祝
賀
会
収
入

0
0

0
0

1,952,000
1,952,000

�
⑥
�寄
付
金
収
入

�
�
�
寄
付
金
収
入

0
0

0
0

0
0

0
�

⑦
�雑

収
入

�
�
�
普
通
預
金
受
取
利
息

0
0

0
0

500
500

�
�
�
会
員
名
簿
広
告
料
収
入

0
840,000

840,000
�

�
�
宛名ラベル発行手数料収入

0
200,000

200,000
�

�
�
負
担
金
収
入

0
95,000

95,000
�

�
�
雑

収
入

0
5,000

5,000
経

常
収

益
計

50,683,500
3,750,000

15,306,520
69,740,020

23,207,100
13,180,900

106,128,020
　（
2
）�経

常
費

用
0

�
�
�
理
事
監
事
報
酬

0
1,115,000

1,115,000
�

�
�
名
誉
会
長
報
酬

0
207,000

207,000
�

�
�
名
誉
会
長
代
行
報
酬

0
62,000

62,000
�

�
�
名
誉
副
会
長
報
酬

0
41,000

41,000
�

�
�
学
術
顧
問
報
酬

0
112,000

112,000
�

�
�

企画委員を兼務する評議員報酬
495,000

495,000
55,000

550,000
�

�
�
従
業
員
給
料
手
当

4,400,000
4,400,000

550,000
550,000

5,500,000
�

�
�
退
職
給
付

0
0

�
�
�
臨
時
雇
賃
金

900,000
900,000

100,000
1,000,000

�
�
�
人
材
派
遣
費

250,000
250,000

250,000
500,000

�
�
�
福
利
厚
生
費

24,800
24,800

3,100
3,100

31,000
�

�
�
報
償
謝
金

477,500
477,500

477,500
1,430,000

2,385,000
�

�
�
報
償
奨
励

5,273,100
5,273,100

585,900
5,859,000

�
�
�
報
償
交
際

380,150
380,150

380,150
760,300

�
�
�
旅
費
交
通
費

7,510,400
7,510,400

938,800
938,800

9,388,000
�

�
�
食

糧
費

2,148,000
2,148,000

537,000
2,685,000

正
味
財
産
増
減
予
算
書

（
損
益
計
算
ベ
ー
ス
か
つ
事
業
別
に
区
分
し
た
も
の
）

令
和
7
年
4
月
1
日
か
ら
令
和
８
年
3
月
31日

ま
で

公
益
社
団
法
人
　
中
部
日
本
書
道
会

（
単
位
　
円
）

�
�
�
消
耗
品
費

947,200
947,200

236,800
1,184,000

�
�
�
印
刷
製
本
費

11,645,690
1,663,670

13,309,360
1,663,670

1,663,670
16,636,700

�
�
�
光
熱
水
費

447,200
447,200

55,900
55,900

559,000
�

�
�
通
信
運
搬
費

5,355,810
5,355,810

595,090
5,950,900

�
�
�
手

数
料

562,950
562,950

62,550
625,500

�
�
�
事
務
所
賃
料

6,400,000
6,400,000

800,000
800,000

8,000,000
�

�
�
使

用
料

6,778,575
6,778,575

753,175
7,531,750

�
�
�
消
耗
什
器
備
品
費

48,800
48,800

6,100
6,100

61,000
�

�
�
租
税
公
課

0
25,000

25,000
�

�
�
負

担
金

480,000
480,000

60,000
60,000

600,000
�

�
�
委

託
料

663,500
663,500

663,500
1,327,000

�
�
�
会
場
設
営
費

2,497,784
2,497,784

624,446
3,122,230

�
�
�
寄

託
費

3,700,000
3,700,000

3,700,000
�

�
�
補
助
助
成

0
59,000

59,000
�

�
�
法
定
福
利

720,000
720,000

90,000
90,000

900,000
�

�
�
会
員
交
流
費

0
250,000

250,000
�

�
�
対
外
広
報
費

3,318,000
3,318,000

3,318,000
6,636,000

�
�
�
会

議
費

435,200
435,200

54,400
54,400

544,000
�

�
�
保

険
料

0
229,500

229,500
�

�
�
新
聞
図
書
費

0
40,000

40,000
�

�
�
表
装
保
管
料

2,520,000
2,520,000

630,000
3,150,000

�
�
�
本
部
講
演
会
祝
賀
会
費

0
11,000,000

11,000,000
�

�
�
支
部
展
覧
会
講
演
会
費

0
1,952,000

1,952,000
�

�
�
雑

支
出

0
0

�
�
�
減
価
償
却
費

0
0

�
�
経
常
費
用
計

64,679,659
5,363,670

0
70,043,329

27,021,581
7,213,970

104,278,880
�

�
当
期
経
常
増
減
額
△
�13,996,159

△
1,613,670

15,306,520
△
�303,309

△
�3,814,481

5,966,930
1,849,140

決
算
で
公
益
目

的
事
業
会
計
が

黒
字
に
な
っ
た

場
合
は
翌
年
の

公
益
目
的
事
業

費
に
充
当
す
る

計
画
を
立
て
る

な
ど
の
対
応
が

必
要
で
す
。

2
．
経
常
外
増
減
の
部

0
　（
1
）�経

常
外
収
益

0
�

�
経
常
外
収
益
計

0
0

0
0

0
0

0
　（
2
）�経

常
外
費
用

0
�

�
経
常
外
費
用
計

0
0

0
0

0
0

0

�
当
期
経
常
外
増
減
額

0
0

0
0

0
0

0
�

�
他
会
計
振
替
額

0
0

0
0

0
0

0
�

当
期
一
般
正
味
財
産
増
減
額
△
�13,996,159

△
�1,613,670

15,306,520
△
�303,309

△
�3,814,481

5,966,930
1,849,140

�
一
般
正
味
財
産
期
首
残
高

96,860,319
令和6年3月31日残高

�
一
般
正
味
財
産
期
末
残
高

98,709,459
Ⅱ
　
指
定
正
味
財
産
増
減
の
部

�
�
一
般
正
味
財
産
へ
の
振
替
額

0
�

�
当
期
指
定
正
味
財
産
増
減
額

0
�

指
定
正
味
財
産
期
首
残
高

0
�

指
定
正
味
財
産
期
末
残
高

0
Ⅲ
　
正
味
財
産
期
末
残
高

98,709,459

事
業
年
度

自
令
和
7
年
4
月
1
日

法
人
コ
ー
ド

A
002493

至
令
和
８
年
3
月
31日

法
人
名

公
益
社
団
法
人
中
部
日
本
書
道
会

資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込
み
に
つ
い
て

（
1
）
資
金
調
達
の
見
込
み
に
つ
い
て

　
�　
当
期
中
に
お
け
る
借
入
れ
の
予
定
の
有
無
を
記
載
し
、
借
入
れ
予
定
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
借
入
先
等
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

借
入
れ
の
予
定

な
し

事
業
番
号

借
入
先

金
額

使
途

円

（
2
）
設
備
投
資
の
見
込
み
に
つ
い
て

　
�　
当
期
中
に
お
け
る
重
要
な
設
備
投
資
（
除
却
又
は
売
却
を
含
む
。）
の
予
定
の
有
無
を
記
載
し
、
設
備
投
資
の
予
定
が
あ
る
場

合
に
は
、
そ
の
内
容
等
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

設
備
投
資
の
予
定

な
し

事
業
番
号

設
備
投
資
の
内
容

支
出
又
は
収
入
の
予
定
額

資
金
調
達
方
法

又
は
取
得
資
金
の
使
途

円

⑷
 資

金
調

達
及

び
設

備
投

資
の

見
込

み
に

つ
い

て

⑶
 事

業
区

分
後

の
正

味
財

産
増

減
予

算
書
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第
三
号
議
案

　

特
別
昇
格
者
の
承
認
に
関
す
る
件

公
益
社
団
法
人
中
部
日
本
書
道
会
定
款

第
五
条
一
に
よ
り
、
下
記
の
者
を
依
嘱

特
別
昇
格
者
と
し
て
の
承
認
を
求
め

る
。

こ
の
承
認
は
令
和
七
年
四
月
一
日
付
け

と
す
る
。

　

第
二
部
（
二
名
）

　

上
村　

寿
子　
　

吉
田　

裕
子

第
四
号
議
案

　

評
議
員
の
承
認
に
関
す
る
件

公
益
社
団
法
人
中
部
日
本
書
道
会
運
営

規
定
第
五
条
の
二
に
よ
り
下
記
の
者
に

評
議
員
と
し
て
の
承
認
を
求
め
る
。

こ
の
委
嘱
は
令
和
七
年
四
月
一
日
付
け

と
す
る
。

◦
評　

議　

員

　

第
一
部
（
三
十
九
名
）

浅
野　

揺
草　
　

安
藤　

範
香

石
川　

加
翠　
　

伊
藤　

凰
珠

伊
藤　

蘭
徑　
　

内
山　

雅
舟

長
船　

志
保　
　

海
田　

幸
導

梶
川　

朝
景　
　

梶
田　

由
華

久
米　

雪
葉　
　

栗
木　

美
楓

近
藤　

峻
岳　
　

近
藤　

清
月

佐
藤　

光
華　
　

杉
山　

京
華

鈴
木　

翔
山　
　

鈴
木　

清
秋

鈴
木　

藍
光　
　

祖
父
江
佳
扇

高
瀬　

清
恵　
　

田
中　

桜
花

永
井　

静
景　
　

長
尾　

秀
麗

中
村　

桂
華　
　

野
田　

昌
寛

橋
本　

佳
静　
　

長
谷
川
緑
光

林　
　

華
香　
　

菱
田　

萬
峰

平
野　

煌
藍　
　

平
野　

桃
瑶

藤
井　

秀
堂　
　

本
田　

吉
華

松
浦　

華
雪　
　

松
永　

翠
峻

森　
　

富
華　
　

森　
　

芳
彩

山
本　

祥
仙

　

第
二
部
（
八
名
）

梶
田　

女
理　
　

桒
名　

孝
枝

佐
藤　

典
子　
　

杉
浦　

悦
子

都
筑　

聖
園　
　

松
居　

光
子

松
田　

典
子　
　

和
田
美
智
子

　

第
三
部
（
十
一
名
）

伊
藤　

蘭
香　
　

岡　
　

玲
風

九
野　

恭
葩　
　

小
嶌　

芝
香

関
村　

吟
香　
　

田
中　

菜
摘

千
葉　

弘
子　
　

辻
裏　

友
視

橋
本　

佳
泉　
　

水
野　

美
舟

横
地　

亜
紀

　

第
四
部
（
三
名
）

新
井
ひ
ろ
子　
　

柴
田
真
由
美

藤
田　

香
志

　

第
五
部
（
二
名
）

伊
藤　

紅
彩　
　

冨
永　

飛
燕

第
五
号
議
案

　

正
会
員
の
承
認
に
関
す
る
件

公
益
社
団
法
人
中
部
日
本
書
道
会
定
款

第
五
条
一
号
に
よ
り
、
下
記
の
者
を
正

会
員
と
し
て
の
承
認
を
求
め
る
。

こ
の
承
認
は
令
和
七
年
四
月
一
日
付
け

と
す
る
。

　

第
一
部
（
八
十
八
名
）

石
川　

佳
翠　
　

伊
東　

彩
楓

伊
藤　

山
田　
　

稲
葉　

碧
陽

犬
塚　

琉
理　
　

井
上　

玄
城

今
枝　

桃
彩　
　

岩
根　

桂
月

内
田　

翠
澄　
　

大
久
保
寧
音

大
島
千
可
子　
　

大
谷　

祥
雨

大
野
由
美
子　
　

大
橋　

美
泉

大
畑　

豐
泉　
　

大
矢　

史
枝

小
野　

遥
月　
　

梶
谷
ま
ち
子

加
藤　

明
美　
　

加
藤　

渓
雪

加
藤
真
由
美　
　

兼
村
紗
也
加

蒲
野　

綾
扇　
　

木
根　

朋
哉

國
立　

照
雲　
　

小
塚　

白
樹

後
藤　

美
川　
　

小
林　

秋
月

児
山　

浩
子　
　

酒
井　

彩
粋

阪
井　

青
穹　
　

柴
田　

瑞
留

嶋
村　

小
楓　
　

清
水　

紀
早

清
水　

紅
花　
　

新
貝　

愛
心

菅
溪　

映
美　
　

杉
浦　

克
哉

鈴
木　

凱
登　
　

高
橋　

香
織

高
橋　

薫
麗　
　

髙
松　

柚
花

田
中　
　

恋　
　

中
條　

仁
美

角
田
と
も
子　
　

藤
松　

浩
視

戸
谷　

草
風　
　

中
村　

渓
月

中
村　

星
燿　
　

中
村
真
友
子

野
田　

澄
香　
　

羽
実　

祥
鳳

長
谷
川
琴
未　
　

濵
中　
　

葵

林　
　

絵
美　
　

林　
　

芳
翠

林　
　

璃
音　
　

早
野　

春
扇

原　
　

尚
美　
　

飛
田　

泰
仙

福
士　

碧
茜　
　

福
田　

将
山

星
野
こ
こ
ろ　
　

堀　
　

友
奏

堀
内　

梓
未　
　

水
谷　

清
翠

水
野　

孝
代　
　

水
野　

乃
愛

三
井　

蓮
孝　
　

三
井　

和
子

美
濃
部　

純　
　

宮
川　

桂
風

宮
島　

佳
風　
　

宮
永　

紅
雅

村
山　

佑
菜　
　

安
江　

望
樹

矢
田　

游
舟　
　

山
﨑
咲
也
香

山
田　

幽
寂　
　

山
本　

琇
幸

万
木　

桃
風　
　

吉
田　

恵
翠

吉
田　

陶
染　
　

吉
原　

清
華

吉
松　

翠
景　
　

吉
峯　

理
櫻

渡
辺　

春
燕　
　

渡
邉　

智
祥

第
二
部
（
十
九
名
）

足
立　

葉
子　
　

市
川　

裕
子

岩
内
す
み
れ　
　

内
田　

洋
子

太
田　

加
代　
　

岡
田
て
つ
み

神
谷　

昌
代　
　

是
枝　

信
也

近
藤　

尚
子　
　

近
藤　

弘
美

佐
野
ひ
ろ
み　
　

髙
橋　

翠
葉

寺
島　

恵
利　
　

中
嶋
紀
久
代

長
縄　

澄
香　
　

古
橋　

葉
子

松
田　

幸
子　
　

森　

登
美
子

山
下　

晴
美

　

第
三
部
（
三
十
七
名
）

浅
井　

陽
子　
　

池
田　
　

剛

伊
藤　

愛
純　
　

伊
藤　

園
子

伊
藤　

美
文　
　

井
本　

千
陽

大
森　

康
燿　
　

笠
井
帆
乃
香

上
村　

康
之　
　

河
原
津
貴
子

木
村　

歌
暖　
　

栗
本　

陽
水

小
西　

香
織　
　

小
林　

瑞
苑

小
室　

桃
柯　
　

佐
藤
香
代
子

佐
藤　

信
子　
　

篠
﨑　

綾
香

末
岡　

伸
一　
　

杉
本　

百
桜

寺
尾　

裕
恵　
　

長
江　

紅
霞

中
島　

理
花　
　

野
田　

美
奈

花
田　
　

圭　
　

樋
口　

春
美

広
浦　

須
寿　
　

藤
田
利
津
子

堀
田　

勢
津　
　

堀　

菜
々
美

前
田　

敏
子　
　

真
野　

蓮
音

三
吉　

昭
江　
　

守
屋　

青
霞

柳
澤　

心
那　
　

山
口　

真
生

横
井　

照
子　
　

　

第
四
部
（
四
名
）

井
尻　

有
子　
　

岡
田　

和
恵

林　
　

淳
子　
　

前
川　

蘭
仙

　

第
五
部
（
九
名
）

池
田　

幸
子　
　

石
川　

祥
紅

井
上　

石
蕗　
　

江
﨑　
　

桂

押
田　

白
蓬　
　

上
小
倉
由
美

近
藤　

綵
春　
　

鈴
木　

惠
雅

中
北　

又
幻

第
六
号
議
案

　

審
査
会
員
の
承
認
に
関
す
る
件

公
益
社
団
法
人
中
部
日
本
書
道
会
展
覧

会
開
催
規
定
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
、

下
記
の
者
を
審
査
会
員
と
し
て
の
委
嘱

の
承
認
を
求
め
る
。

こ
の
承
認
は
令
和
七
年
四
月
一
日
付
け

と
す
る
。

◦
一
科
審
査
会
員

　

第
一
部
（
三
十
五
名
）

青
山　

華
塘　
　

安
藤　
　

恵

石
井　

瑞
鶴　
　

伊
藤　

昌
園

今
村　

寿
鴻　
　

岩
田　

展
穂

岩
田　

波
鮮　
　

岩
田　

緑
汀

太
田　

紫
翠　
　

大
場　

敏
充

岡
田　

恵
香　
　

長
田　

裕
華

尾
之
内
柳
雪　
　

小
野
田
晃
志

神
田　

醉
月　
　

小
林　

玉
芙

佐
々
木
雅
風　
　

鈴
木　

雲
峰

新
審
査
会
員
・
新
正
会
員
の
承
認

新
審
査
会
員
・
新
正
会
員
の
承
認

令
和
六
年
度

　
�

第
四
回
理
事
会 

承
認
事
項
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第
七
十
五
回
記
念
中
日
書
き
ぞ
め
展
授
賞
式
を
終
え
て

　

令
和
七
年
三
月
十
六
日
（
日
）
ナ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
三
階

デ
ザ
イ
ン
ホ
ー
ル
に
て
第
七
十
五
回
記
念
中
日
書
き
ぞ
め

展
授
賞
式
を
挙
行
致
し
ま
し
た
。

　

事
前
に
葉
書
に
て
出
欠
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
受
賞

者
の
方
は
指
定
席
と
い
た
し
ま
し
た
。ま
た
、本
年
も
同
伴

者
の
方
は
二
名
ま
で
の
入
場
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
授
賞

式
に
は
立
ち
見
の
方
も
な
く
定
員
の
五
〇
〇
名
近
い
方
が

着
席
し
、
受
賞
を
喜
び
、
讃
え
あ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
来
賓
に
本
会
役
員
の
先
生
方
に
ご
臨
席
を
賜

り
、次
第
に
沿
っ
て
、伊
藤
仙
游
理
事
長
の
ご
挨
拶
、第
一

教
育
部
長
の
審
査
総
評
が
あ
り
、
そ
の
後
、
厳
か
に
粛
々

と
授
与
を
行
い
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
衆

議
院
議
長
賞
、
参
議
院
議
長
賞
、
文
部
科
学
大
臣
賞
の

三
名
の
方
と
本
会
理
事
長
、
副
理
事
長
の
方
々
と
共
に
記

念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。
今
回
は
名
古
屋
市
内
で
の
マ
ラ

ソ
ン
の
日
を
回
避
し
た
こ
と
に
よ
り
、
受
賞
者
の
方
も
余

裕
を
持
っ
て
受
付
を
済
ま
さ
れ
、
予
定
通
り
開
式
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
受
賞
者
及

び
同
伴
者
の
方
々
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
ご
指
導
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
指
導
者
の
先
生
方

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
年
度
も
本
年
と
同
時
期
に
開
催
す
る
予
定
で
ご
ざ
い

ま
す
。
本
年
同
様
、
多
数
の
ご
出
品
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

関
根　

玉
翠　
　

関
谷　

蒼
玄

瀬
古　

麗
峰　
　

土
屋　

春
聲

豊
永　

御
風　
　

西
垣　

美
茜

丹
羽　

藍
水　
　

野
杁　

怜
光

花
井　

明
琴　
　

林　
　

華
泉

原
賀　

瑞
芳　
　

深
谷　

恵
庭

福
田　

徑
揚　
　

松
崎　

朱
實

水
野　

清
花　
　

吉
田　

美
影

鷲
津　

岱
嶺

　

第
二
部
（
七
名
）

石
黒　

直
子　
　

大
嶋
由
美
子

近
藤　

由
果　
　

近
藤
由
紀
枝

永
井　

友
理　
　

古
田　

祥
扇

村
瀬　

季
舟

　

第
三
部
（
十
二
名
）

大
塚　

裕
子　
　

加
古　

松
泉

佐
藤　

緑
風　
　

逵　
　

美
峰

内
藤　

一
翠　
　

永
瀬　

紅
蘭

中
村　

小
汀　
　

福
谷　

紅
華

増
田　

紅
葩　
　

村
上　

薫
仍

村
田　

籬
香　
　

村
松　

紫
雲

　

第
四
部
（
三
名
）

竹
内　

紫
燕　
　

中
島
祐
三
子

半
田　

博
子

　

第
五
部
（
二
名
）

加
藤　

秀
慧　
　

杉
浦　

琇
鈴

◦
二
科
審
査
会
員

　

第
一
部
（
三
十
九
名
）

浅
野　

揺
草　
　

安
藤　

範
香

石
川　

加
翠　
　

伊
藤　

凰
珠

伊
藤　

蘭
徑　
　

内
山　

雅
舟

長
船　

志
保　
　

海
田　

幸
導

梶
川　

朝
景　
　

梶
田　

由
華

久
米　

雪
葉　
　

栗
木　

美
楓

近
藤　

峻
岳　
　

近
藤　

清
月

佐
藤　

光
華　
　

杉
山　

京
華

鈴
木　

翔
山　
　

鈴
木　

清
秋

鈴
木　

藍
光　
　

祖
父
江
佳
扇

高
瀬　

清
恵　
　

田
中　

桜
花

永
井　

静
景　
　

長
尾　

秀
麗

中
村　

桂
華　
　

野
田　

昌
寛

橋
本　

佳
静　
　

長
谷
川
緑
光

林　
　

華
香　
　

菱
田　

萬
峰

平
野　

煌
藍　
　

平
野　

桃
瑶

藤
井　

秀
堂　
　

本
田　

吉
華

松
浦　

華
雪　
　

松
永　

翠
峻

森　
　

富
華　
　

森　
　

芳
彩

山
本　

祥
仙

　

第
二
部
（
八
名
）

梶
田　

女
理　
　

桒
名　

孝
枝

佐
藤　

典
子　
　

杉
浦　

悦
子

都
筑　

聖
園　
　

松
居　

光
子

松
田　

典
子　
　

和
田
美
智
子

　

第
三
部
（
十
一
名
）

伊
藤　

蘭
香　
　

岡　
　

玲
風

九
野　

恭
葩　
　

小
嶌　

芝
香

関
村　

吟
香　
　

田
中　

菜
摘

千
葉　

弘
子　
　

辻
裏　

友
視

橋
本　

佳
泉　
　

水
野　

美
舟

横
地　

亜
紀

　

第
四
部
（
三
名
）

新
井
ひ
ろ
子　
　

柴
田
真
由
美

藤
田　

香
志

　

第
五
部
（
二
名
）

伊
藤
紅
彩　
　

冨
永
飛
燕

褒
賞
部
長　

水　

野　

峯　

翠

第71回 第71回 中日書きぞめ展授賞式中日書きぞめ展授賞式
日　時　令和3年3月14日（日）12時～15時　　会　場　ナディアパーク 3階 デザインホール日　時　令和3年3月14日（日）12時～15時　　会　場　ナディアパーク 3階 デザインホール

上位賞入賞者 賞状授与

第75回記念 第75回記念 中日書きぞめ展賞状授与中日書きぞめ展賞状授与
授賞式　令和7年3月16日（日）14時～15時半 　会　場　ナディアパーク 3階 デザインホール授賞式　令和7年3月16日（日）14時～15時半 　会　場　ナディアパーク 3階 デザインホール
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こ
の
度
は
、
第
七

十
五
回
中
日
書
き
ぞ

め
展
に
於
き
ま
し

て
、「
衆
議
院
議
長

賞
」
と
い
う
大
変
名

誉
あ
る
賞
を
頂
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
受
賞
の

知
ら
せ
を
聞
い
た
時

は
、
驚
き
と
と
も
に

と
て
も
嬉
し
い
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な

り
ま
し
た
。
い
つ
も
ご
指
導
く
だ
さ
っ
て
い
る
書
道
教
室
の

先
生
、
高
校
書
道
部
の
先
生
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
小
学
二
年
生
の
時
か
ら
書
道
を
始
め
ま
し
た
が
、
先

生
は
い
つ
も
私
の
字
を
褒
め
て
く
だ
さ
り
、
こ
う
す
る
と
よ

り
良
く
な
る
と
い
う
助
言
を
丁
寧
に
し
て
く
だ
さ
る
の
で
、

こ
れ
ま
で
書
道
を
楽
し
み
な
が
ら
続
け
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。
小
学
生
の
時
に
同
じ
教
室
の
中
高
生
に
憧
れ
、
い
つ

か
自
分
も
こ
ん
な
風
に
上
手
な
字
を
書
け
る
よ
う
に
な
り
た

い
と
思
い
な
が
ら
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
高
校
生
に
な
り
、

古
典
の
作
品
に
ふ
れ
る
中
、
色
々
な
書
風
を
目
に
し
、
書
道

の
奥
深
さ
に
一
層
魅
了
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
日
々
「
書
」
を
楽
し
み
な
が
ら
、
精
進
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
度
は
参
議
院

議
長
賞
と
い
う
栄
誉

あ
る
賞
に
選
ん
で
頂

き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
以
前
か

ら
憧
れ
て
い
た
の
も

あ
っ
て
、
受
賞
を

知
っ
た
時
に
は
感
激

で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
作
品
で
と
り
わ
け
意
識
し
た
の
が
「
力
強
さ
」
で

す
。
か
す
れ
や
に
じ
み
、筆
を
動
か
す
手
の
速
さ
な
ど
、自
分

な
り
に
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
作
品
づ
く
り
に
励
み
ま
し
た
。

改
善
す
べ
き
点
を
的
確
に
ご
指
導
く
だ
さ
り
、
今
回
の
受
賞

ま
で
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
に
は
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
作
品
づ
く
り
の
中
で
、
わ
ず
か
な
が
ら
も

自
分
の
成
長
を
感
じ
ら
れ
た
と
き
に
は
本
当
に
嬉
し
く
、
書

を
好
き
な
気
持
ち
が
一
層
強
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
受
賞
を
励
み
に
、
今
後
も
書
と
真
摯
に
向
き
合
い
、

日
々
向
上
し
て
い
け
る
よ
う
に
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

こ
の
度
は
、
第
七

十
五
回
中
日
書
き
ぞ

め
展
に
於
き
ま
し
て

栄
誉
あ
る
文
部
科
学

大
臣
賞
を
頂
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
受
賞
の
知

ら
せ
を
受
け
た
時

は
、
努
力
が
結
果
に

繋
が
り
、
と
て
も
う

れ
し
く
思
い
ま
し

た
。
こ
れ
も
先
生
の

温
か
い
ご
指
導
の
お
か
げ
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

今
回
の
作
品
は
「
至
誠
動
天
地
」
で
す
。
誠
実
な
態
度
は

天
地
を
も
動
か
す
と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。
私
は
、
こ
の

作
品
を
書
い
て
い
く
上
で
、
見
た
人
に
迫
力
を
届
け
ら
れ
る

よ
う
な
力
強
い
線
、
勢
い
の
あ
る
字
を
書
く
こ
と
を
意
識
し

ま
し
た
。
線
と
線
の
繋
が
り
や
個
々
の
字
と
し
て
だ
け
で
は

な
く
、
全
体
を
見
た
場
合
の
中
心
の
取
り
方
に
も
気
を
配
り

ま
し
た
。
難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
諦
め
ず
に
努
力

を
し
た
こ
と
が
今
回
の
受
賞
に
結
び
つ
い
た
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
が
ま
さ
に
「
至
誠
動
天
地
」
の
意
味
と
似
て
い
て
、
達

成
感
が
よ
り
増
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
見
る
人
に
迫
力
を
与
え
ら
れ
る
力
強
い
字

を
書
け
る
よ
う
、
自
分
ら
し
く
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

第75回記念 第75回記念 中日書きぞめ展受賞の喜び中日書きぞめ展受賞の喜び

衆
議
院
議
長
賞
を
受
賞
し
て

中
京
大
学
附
属
中
京
高
等
学
校�

一
年　

清
水
ひ
な
た

参
議
院
議
長
賞
を
受
賞
し
て

愛
知
県
立
旭
丘
高
等
学
校�

一
年　

鈴
木
真
理
江

文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
て

名
古
屋
市
立
大
高
中
学
校�

二
年　

豊
島　

愛
生

賞状

賞状

賞状
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応募点数 ……… 11,867点

　
入
　
賞
　
数

衆議院議長賞 1 名
参議院議長賞 1 名
文部科学大臣賞 1 名
愛知県知事賞 3 名
岐阜県知事賞 3 名
三重県知事賞 3 名
名古屋市長賞 3 名
愛知県議会議長賞 1 名
岐阜県議会議長賞 1 名
三重県議会議長賞 1 名

名古屋市会議長賞 3 名
愛知県教育委員会賞 3 名
岐阜県教育委員会賞 3 名
三重県教育委員会賞 3 名
名古屋市教育委員会賞 3 名
記念賞14名
中日書道会賞10名
中日新聞社賞20名
東海テレビ放送賞10名
CBC テレビ賞10名

名誉会長賞59名
理事長賞63名
推薦289名
奨励賞516名
特選901名
準特選3,534名
秀逸2,979名
佳作2,344名
入選1,085名

団

 

体

 

賞

第
一
位　

牛
刀
会

第
二
位　

墨
游
会

第
三
位　

書
玄
会

第
四
位　

牧
書
会

第
五
位　

大
朴
会

衆
議
院
議
長
賞

高
校
一
年　

清
水
ひ
な
た

参
議
院
議
長
賞

高
校
一
年　

鈴
木
真
里
江

文
部
科
学
大
臣
賞

中
学
二
年　

豊
島　

愛
生

愛
知
県
知
事
賞

中
学
三
年　

山
本　

琉
稀

中
学
一
年　

酒
井　

結
生

小
学
六
年　

真
田　

千
晴

岐
阜
県
知
事
賞

高
校
二
年　

松
山　

明
樹

高
校
一
年　

入
江　

美
羽

小
学
三
年　

藤
森　

有
純

三
重
県
知
事
賞

中
学
三
年　

前
岡
由
愛
来

小
学
五
年　

坂　
　

梨
湖

小
学
四
年　

鈴
木
ひ
の
ね

名
古
屋
市
長
賞

高
校
三
年　

濵
中　
　

葵

高
校
二
年　

金
原　

輝
茂

小
学
五
年　

村
瀬　

清
佳

愛
知
県
議
会
議
長
賞

小
学
六
年　

中
陳　

南
美

岐
阜
県
議
会
議
長
賞

中
学
二
年　

加
藤　

彩
羽

三
重
県
議
会
議
長
賞

中
学
一
年　

奥
田　
　

玲

名
古
屋
市
会
議
長
賞

高
校
三
年　

清
原　

乙
華

中
学
三
年　

稲
葉　

可
純

中
学
一
年　

小
川
心
々
菜

愛
知
県
教
育
委
員
会
賞

中
学
三
年　

飯
田　
　

環

中
学
二
年　

薬
師
寺
咲
来

小
学
四
年　

白
木　

稜
介

岐
阜
県
教
育
委
員
会
賞

高
校
二
年　

中
村　

綾
花

中
学
二
年　

佐
藤
京
桜
羅

中
学
一
年　

杉
本
結
羽
花

三
重
県
教
育
委
員
会
賞

中
学
三
年　

中
村　

朱
里

中
学
二
年　

早
川　
　

葵

中
学
一
年　

森
脇　

大
和

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
賞

高
校
一
年　

高
木　

莉
奈

中
学
三
年　

舟
橋　

空
良

小
学
三
年　

太
田　

睦
乃

記
念
賞

高
校
三
年　

宇
佐
見
真
吾

國
嶋　

莉
子

清
水　

真
弥

橋
本　

京
佳

高
校
二
年　

加
藤　

有
稀

高
校
一
年　

酒
井　

愛
菜

塚
本　

愛
実

中
学
三
年　

清
水　

風
花

福
光　

由
芽

中
学
二
年　

難
波
あ
や
ね

脇
田　

時
名

小
学
六
年　

端
場　

咲
月

小
学
五
年　

日
比
野
頌
子

宮
田　

慶
治

中
日
書
道
会
賞

高
校
二
年　

青
山　

果
愛

高
校
一
年　

池
田　

百
音

中
学
二
年　

小
野　

栞
奈

河
野　

佑
郁

森
本　

彩
月

吉
川　

和
花

中
学
一
年　

石
川　

明
咲

陸　
　

慧
瞳

小
学
五
年　

中
山　

琉
嘉

小
学
四
年　

伊
藤
日
々
人

中
日
新
聞
社
賞

高
校
三
年　

小
野
心
丸
知

真
野　

蓮
音

高
校
二
年　

後
藤　

千
紗

高
校
一
年　

緒
川　

彩
子

中
学
三
年　

杉
山　

さ
ら

鈴
木　

楓
果

冨
田　

悠
介

山
口　

結
愛

吉
川　

陽
香

中
学
二
年　

佐
藤　

希
美

宮
部　

珠
妃

中
学
一
年　

大
田
あ
ん
ず

荻
原　

万
侑

佐
藤　

友
理

堀
内　

柚
希

宮
地　

理
央

小
学
六
年　

小
畑　

初
芽

志
智　

悠
真

小
学
四
年　

立
石
ゆ
り
の

小
学
二
年　

鈴
木
美
央
里

東
海
テ
レ
ビ
放
送
賞

高
校
三
年　

仲
田　

沙
絵

高
校
一
年　

栁
生
こ
こ
ろ

中
学
三
年　

髙
木　

ま
な

森
田　

愛
琉

中
学
二
年　

近
藤　

瑠
菜

齋
藤　

未
空

中
学
一
年　

大
呂　

優
真

澤
田
は
る
か

小
学
六
年　

吉
田　

充
利

小
学
五
年　

野
村　

朋
花

Ｃ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
賞

高
校
二
年　

纐
纈　

朱
莉

高
校
一
年　

三
井　

順
子

中
学
三
年　

神
谷　

柚
奈

北
村　

茉
悠

中
学
二
年　

江
川　

千
紘

種
村　

紀
乃

山
下　

凛
乃

中
学
一
年　

伊
東　

里
桜

小
学
六
年　

福
岡　

梨
乃

小
学
四
年　

仲　
　

蓮
助

愛
知
県
知
事
賞

小
六　
　

真
田　

千
晴

愛
知
県
知
事
賞

中
一　
　

酒
井　

結
生

愛
知
県
知
事
賞

中
三　
　

山
本　

琉
稀

岐
阜
県
知
事
賞

小
三　
　

藤
森　

有
純

岐
阜
県
知
事
賞

高
一　
　

入
江　

美
羽

岐
阜
県
知
事
賞

高
二　
　

松
山　

明
樹

三
県
知
事
賞

小
五　
　

坂　
　

梨
湖

三
県
知
事
賞

中
三　
　

前
岡
由
愛
来

三
県
知
事
賞

小
四　
　

鈴
木
ひ
の
ね

第
七
十
五
回
記
念

第
七
十
五
回
記
念  

中
日
書
き
ぞ
め
展
入
賞
者

中
日
書
き
ぞ
め
展
入
賞
者
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こ
の
度
の
日
展
名
古
屋
展
で

立
派
な
賞
を
頂
戴
し
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
思
い
が
け
な
い

受
賞
で
、
身
の
ひ
き
し
ま
る
思

い
と
責
任
を
痛
感
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

　

古
典
の
勉
強
は
関
戸
本
古
今

集
や
高
野
切
一
種
、
三
種
を
皆

が
し
て
い
る
時
に
、
私
は
初
め

て
の
古
典
に
継
色
紙
を
え
ら
び

ま
し
た
。
歌
一
首
を
横
形
式
で

書
く
継
色
紙
に
魅
了
さ
れ
、
臨

書
、
倣
書
を
く
り
か
え
し
く
り

か
え
し
書
き
ま
し
た
。
横
形
式

の
作
品
に
漢
字
の
要
素
を
加

え
、
字
の
大
小
で
山
場
づ
く

り
、
な
ど
作
品
づ
く
り
に
励
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。
動
の
中
に

静
を
、
清
ら
か
な
書
を
書
き
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
日
々
修

行
―
―
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

愛
知
県
知
事
賞
・
中
日
新
聞
社
賞
を
受
賞
し
て

愛
知
県
知
事
賞

中
日
新
聞
社
賞

塚　

田　

俊　

可

　

こ
の
度
は
第
十
一
回
日
展
名
古
屋
展
に
お
き
ま
し
て
思
い
が
け
ず

東
海
テ
レ
ビ
賞
を
賜
り
、
驚
き
と
共
に
身
に
余
る
光
栄
に
感
謝
の
気

持
ち
で
一
杯
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
も
偏
に
師
の
力
の
こ
も
っ
た
ご

指
導
諸
先
生
方
の
ご
指
導
ご
高
配
の
お
蔭
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
又
、
こ
れ
ま
で
書
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
も
支
え
続
け
て

く
れ
た
家
族
の
協
力
の
お
蔭
で
あ
る
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
二
尺
×
二
・
六
尺
の
用
紙
に
六
行
と
い
う
多
数
字
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
墨
量
と
行
間
・
余
白
の
美
し
さ
、
力
強

さ
等
、
留
意
す
べ
き
点
や
研
鑽
す
べ
き
点
が
数
多
く
あ

り
、ま
だ
ま
だ
未
熟
な
身
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
を
励
み
に
一
層
気
を
引
き
締
め
て
精
進

し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

深
い
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
一
層
の
ご
指
導
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

東
海
テ
レ
ビ
賞
を
受
賞
し
て

東
海
テ
レ
ビ
賞

伊　

藤　

小　

游

　

こ
の
度
は
第
十
一
回
日
展
名
古
屋
展
二
〇
二
五
に
於
き
ま

し
て
Ｃ
Ｂ
Ｃ
賞
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

思
い
も
よ
ら
ぬ
朗
報
に
驚
き
と
喜
び
実
感
す
る
迄
に
幾
分
の

時
を
要
し
ま
し
た
。
過
分
な
栄
誉
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
ご
ざ
い
ま
す
。
幸
運
に
恵
ま
れ
ご
縁
有
っ
て
師
匠
に
出
逢

い
三
十
年
東
京
の
ご
自
宅
に
月
二
回
お
稽
古
に
通
わ
さ
せ
て

頂
き
熱
心
な
ご
指
導
の
お
陰
と
心
よ
り
深
く
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
師
匠
の
作
品
と
お
人
柄
が
大
変
魅
力
的
で
凄
く
尊
敬

し
て
お
り
ま
す
。
い
つ
も
で
す
が
今
回
の
出
品
作
品
も
師
匠

が
常
日
頃
言
わ
れ
る
二
極
化
で
も
や
り
過
ぎ
な
い
様
に
心
掛

け
制
作
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
不
器
用
な
私
で
す
が

支
え
て
下
さ
る
諸
先
生
方
諸
先
輩
方
す
べ
て
の
皆
様
に
心
よ

り
御
禮
申
し
上
げ
ま
す
。
引
き
続
き
古
典
と
師
匠
の
書
風
と

人
柄
を
一
生
懸
命
臨
書
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
賞
を
励
み

に
し
て
感
謝
の
気
持
ち
と
初
心
を

忘
れ
ず
よ
り
一
層
努
力
研
鑽
を
重

ね
精
進
す
る
所
存
で
す
。
今
後
共

何
卆
宜
し
く
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｃ
Ｂ
Ｃ
賞
を
受
賞
し
てＣ

Ｂ
Ｃ
賞

加　

藤　

紫　

雲

第11回日展　名古屋展 愛知県知事賞・CBC 賞・
中日新聞社賞・東海テレビ賞受賞者
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●
本　
　
　

部

浅
井　

陽
子

浅
野
美
智
子

足
立　

葉
子

伊
神　

沙
季

池
田　

幸
子

池
田　
　

剛

池
田
乃
々
葉

池
戸　

七
和

石
垣　

里
佳

石
川　

祥
紅

伊
藤　

愛
純

伊
藤　

早
苗

伊
藤　

山
田

伊
藤　

園
子

伊
東
三
慧
子

伊
藤　

美
文

伊
藤　

義
之

犬
飼　

張
華

犬
塚　

琉
理

井
上　

玄
城

井
本　

千
陽

岩
内
す
み
れ

江
﨑　
　

桂

大
島
千
可
子

太
田　

加
代

大
橋　

美
泉

大
畑　

豐
泉

大
森　

康
燿

岡
村　

吉
彬

小
野
心
丸
知

笠
井
帆
乃
香

加
藤　

渓
雪

上
小
倉
由
美

上
村　

康
之

神
谷　

昌
代

河
原
津
貴
子

木
根　

朋
哉

木
下　

歩
美

木
村　

歌
暖

栗
本　

陽
水

小
西　

香
織

小
林　

瑞
苑

小
室　

桃
柯

近
藤　

華
仙

近
藤　

尚
子

佐
伯
つ
た
子

酒
井　

彩
粋

阪
井　

七
海

笹
木　

登
子

佐
藤
香
代
子

佐
藤　

信
子

佐
野
ひ
ろ
み

篠
﨑　

綾
香

柴
田　

瑞
留

清
水　

紅
花

清
水　

真
弥

白
木　

友
梨

新
貝　

愛
心

神
野　
　

晴

末
岡　

伸
一

杉
浦　

克
哉

杉
嶌　

瑞
映

杉
本　

百
桜

鈴
木　

凱
登

武
井
こ
む
ぎ

田
中　
　

恋

田
名
瀬
友
恵

坪
井　

風
花

寺
尾　

裕
恵

寺
島　

恵
利

中
島　

理
花

中
西　

桜
穂

中
村　

渓
月

中
村　

星
燿

中
村　

朋
恵

野
田　

澄
香

野
田　

美
奈

橋
部　

天
音

長
谷
川
琴
未

濵
中　
　

葵

濵
中
勇
之
介

林　
　

璃
音

早
野　

春
扇

樋
口　

春
美

飛
田　

泰
仙

平
田　

蒼
華

平
本　

笙
起

広
浦　

須
寿

廣
阪　

清
流

深
谷
富
士
子

福
島
あ
け
美

福
田　

将
山

藤
坂
比
呂
美

藤
田
利
津
子

藤
目　

杉
江

堀
田　

勢
津

堀　

菜
々
美

前
川　

琴
舟

前
田　

敏
子

松
井　

彩
華

松
田　

幸
子

真
野　

蓮
音

見
市　
　

環

水
谷　

清
翠

水
野　

華
瑶

水
野　

乃
愛

三
角　

和
美

三
井　

和
子

美
濃
部　

純

宮
島　

佳
風

三
吉　

昭
江

守
屋　

青
霞

安
江　

望
樹

山
川　

有
響

山
口　

真
生

山
﨑
咲
也
香

山
下　

翠
庭

山
田
英
津
子

山
田　

菜
々

結
城　

凛
佳

万
木　

桃
風

横
井　

照
子

●
一
宮
支
部

今
枝　

桃
彩

岩
根　

桂
月

内
田　

翠
澄

加
藤　

明
美

加
藤　

真
郷

葛
原　

青
蘭

國
立　

照
雲

嶋
村　

小
楓

鈴
木　

姫
那

高
橋　

香
織

髙
松　

柚
花

谷
口　

朝
花

角
田
と
も
子

中
村
真
友
子

林　
　

芳
翠

原　

か
を
り

原　
　

尚
美

吉
田　

恵
翠

渡
邊　

花
翆

●
半
田
支
部

伊
藤　

薫
子

清
原　

乙
華

花
田　
　

圭

松
井　

尚
楓

柳
澤　

心
那

●
西
三
支
部

井
尻　

有
子

大
久
保
寧
音

岡
田　

和
恵

福
士　

碧
茜

矢
田　

游
舟

吉
峯　

理
櫻

●
東
三
支
部

市
川　

裕
子

林　
　

淳
子

●
北
勢
支
部

鈴
木　

惠
雅

森　

登
美
子

渡
辺　

春
燕

●
中
南
勢
支
部

中
村　

隆
子

林　
　

桂
蘭

山
本　

芳
草

●
岐
阜
支
部

伊
東　

彩
楓

大
池
祐
一
郎

大
野　

夏
紀

梶
谷
ま
ち
子

兼
村
紗
也
加

川
本　
　

緑

児
山　

浩
子

庄
村　

清
泉

多
湖　

裕
美

奈
良　

穂
泉

西
井　

真
吾

羽
実　

祥
鳳

早
崎　

桂
子

日
高　

百
扇

星
野
こ
こ
ろ

堀
内　

梓
未

宮
永　

紅
雅

村
山　

佑
菜

山
本　

貴
泉

新
入
会
員
紹
介

（
四
月
分
）

読
売
書
法
展
・
毎
日
書
道
展

本
年
度
当
番
審
査
員

◇
審

査

顧

問�
樽
本　

樹
邨

◇
特
別
賞
選
考
委
員

◇
特
別
賞
選
考
委
員�

鬼
頭　

翔
雲

◇
特
別
賞
選
考
委
員�

岡
野　

楠
亭

◇
審
査
進
行
・
漢
字�

伊
藤　

仙
游

◇
審
査
進
行
・
篆
刻�

岡
野　

楠
亭

◇
当
番
審
査
員

　
〈
漢　
　

字
〉�

伊
藤　

昌
石

�

伊
藤　

龍
仙

�

梶
山　

夏
舟

�

黒
木　

虚
宇

�

酒
井　

青
桐

　
〈
か　
　

な
〉�

荒
木　

敬
子

�

近
藤　

浩
乎

�

山
本　

雅
月

　
〈
篆　
　

刻
〉�

香
月　

久
遠

�

日
比
野
妃
扇

◇
当
番
審
査
員

　
〈
漢
字
Ⅰ
類
〉�

丸
山　

聖
峰

　
〈
漢
字
Ⅱ
類
〉�

鈴
木　

松
厓

　
〈
近
代
詩
文
書
〉�

後
藤　

啓
太

�

武
内　

峰
敏

�

原
田　

凍
谷

第
四
十
一
回
　
読
売
書
法
展

第
七
十
六
回
　
毎
日
書
道
展
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あ
と
が
き

・�

中
日
会
報
二
一
五
号
を
お
届
け
致
し
ま
す
。

・�

本
号
で
は
、
令
和
六
年
度
理
事
・
評
議
員
会
、
顕
彰
、

講
演
会
、
祝
賀
懇
談
会
、
書
き
ぞ
め
展
等
の
ご
報
告
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
昨
年
度
は
多
く
の
先
生
方
が
、

ご
受
賞
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
中
日
書
道
会

の
書
に
お
け
る
多
面
性
や
多
彩
さ
、
先
生
方
の
実
力
の

高
さ
の
表
れ
で
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
書
き

ぞ
め
展
で
の
若
い
方
々
の
活
躍
も
、
素
晴
ら
し
く
頼
も

し
く
感
じ
ま
し
た
。
多
く
の
学
生
の
方
々
が
中
日
書
道

会
へ
入
会
い
た
だ
き
、
書
道
を
続
け
、
書
道
文
化
の
伝

統
を
継
承
す
る
一
助
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
か

と
思
い
ま
す
。

・�

中
日
書
道
会
で
初
め
て
支
部
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た

一
宮
支
部
が
、
創
立
七
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
一
歩

一
歩
の
歩
み
の
積
み
重
ね
が
こ
こ
に
も
ご
ざ
い
ま
す
。

各
支
部
先
生
方
の
地
道
な
事
業
運
営
も
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。�

編
集
部

 
塾
総
合
保
険
の
ご
案
内

　

本
会
で
は
、
書
道
塾
を
経
営
さ
れ
て
い
る
会
員
の
先
生
方

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
、
塾
生
の
安
全
と
安
心
の
た
め
に
「
塾

総
合
保
険
」
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

生
徒
一
名
に
付
年
額
一
四
〇
円
で
大
き
な
保
障
と
な
っ
て

お
り
、年
度
途
中
で
の
加
入
も
で
き
ま
す
。
保
険
期
間
は
、そ

の
年
の
十
月
一
日
か
ら
翌
年
十
月
一
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
保
険
は
、
本
会
と
保
険
会
社
が
直
接
契
約
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
た
め
、
少
人
数
で
の
ご
加
入
が
で
き
、
有
利
な

条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
事
故
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
生
徒
さ
ん
の
安
心
と
安
全
の
た
め
に
是
非
ご
加
入
く

だ
さ
い
。
又
既
に
加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
は
十
月
一
日
が

期
限
で
す
か
ら
、
忘
れ
ず
に
契
約
更
新
を
行
っ
て
下
さ
い
。

資
料
請
求
、
申
し
込
み
は
本
部
ま
で
。

補 償 内 容

賠
償
事
故

塾経営者

対人賠償てん補�
限度額

１名� 2,000万円
１事故� １億円

対物賠償てん補�
限度額 １事故� 100万円

生　　徒
法定監督義務者

賠償責任てん補�
限度額 １事故� 2,000万円

傷
害
事
故

死亡・後遺障害保険金額 100万円

入院保険金日額 1,000円

通院保険金日額 500円

保険料（生徒１名につき年額） 140円

（注）�賠償事故の場合、１事故につき1,000円を自己負担していただき
ます。生徒の賠償責任てん補限度額は、対人、対物賠償合わせ
て１事故のみの適用となります。

会
費
未
納
の
方
に
お
願
い

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

令
和
六
年
度
会
費
未
納
の
方
は
、
至
急
お
納
め
下
さ
い
。

（
正
会
員
及
び
準
会
員
の
方
で
未
納
の
方
）

本
部
会
員
は
、
郵
便
振
替 

０
０
８
９
０-

６-

１
４
４
２
０
。

支
部
会
員
は
、
各
支
部
会
計
担
当
者
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

�

住
所
変
更
、
改
姓
、
改
号
、
社
中
変
更
等

変
更
事
項
は
本
部
ま
で
ご
一
報
下
さ
い
。

０
５
２
（
５
８
３
）
１
９
０
０

社
中
展
・
個
展
の
ご
案
内

◦
第
三
十
九
回　

書
法
研
究　

吉
祥
展

　

会
長　

岡
本　

桃
香

　

会
期　

令
和
七
年
八
月
二
十
九
日
（
金
）
～
三
十
一
日
（
日
）

　

会
場　

安
城
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

一
階
Ａ
Ｂ
展
示
室

　

本
会
会
員
に
よ
る
書
展
の
ご
案
内
を
、
会
報
及
び
Ｈ
Ｐ
に

て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

会
報
掲
載
に
は
展
覧
会
案
内
原
稿
、
Ｈ
Ｐ
掲
載
に
は
展
覧

会
案
内
ハ
ガ
キ
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。
尚
、
展
覧
会
原
稿
及

び
ハ
ガ
キ
は
、
必
ず
封
書
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
次
号
掲

載
は
、
十
月
中
旬
～
二
月
初
旬
開
催
の
展
覧
会
と
な
り
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
は
、
八
月
二
十
日
ま
で
に
本
部
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。

　

会
報
発
行
回
数
の
変
更
に
伴
う
掲
載
期
日
・
申
し
込
み
月

変
更
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
‼

�

編
集
部

訃　
　
　
　

報　
　
　
　
　

　

心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
厚
生
部
）

◦
１
月
９
日　
　

�

評 

議 

員　
　

菅
沼　

貴
香
氏�

　

ご
主
人　
　

菅
沼　

武
彦
様　
　

享
年
86

◦
１
月
17
日　
　

�

評 

議 

員　
　

関
戸　

海
越
氏�

　

ご
息
女　
　

関
戸　

彩
乃
様　
　

享
年
33

◦
１
月
19
日　
　

顧　
　

問　
　

佐
藤　

慶
雲
氏　
　

享
年
78

◦
１
月　
　
　
　

�

評 

議 

員　
　

渡
辺　

湖
風
氏�

　

ご
母
堂　
　

渡
辺
美
津
子
様

◦
１
月
27
日　
　

顧　
　

問　
　

堀
場　

図
南
氏　
　

享
年
98

◦
２
月
８
日　
　

�

評 

議 

員　
　

亀
山　

雪
峰
氏�

　

ご
令
室　
　

亀
山　

文
子
様　
　

享
年
83

◦
２
月
14
日　
　

顧　
　

問　
　

平
田　

蘭
石
氏　
　

享
年
83

事
後
報
告

◦
６
年
11
月
15
日　
　

評
議
員　
　

太
田　

朴
仙
氏　

享
年
83

会
報
二
一
四
号
、
第
十
一
回
日
展
入
選
者
掲
載
の

太
田
美
楓
先
生
は
初
入
選
で
し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。

訂
正
と
お
詫
び
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支
部
だ
よ
り
（�

令
和
六
年
度

）�

下
半
期

◉
研
修
会　
　

　

日　

時　

令
和
六
年
十
月
二
十
七
日
（
日
）

　
タ
イ
ト
ル　

�「
ツ
キ
板
を
使
っ
て
楽
し
い
色
紙
を

作
り
ま
し
ょ
う
」

　

会　

場　

一
宮
市
民
会
館

　

参
加
者　

六
十
名
（
内
、
会
員
外
二
十
四
名
）

　

一
宮
支
部
相
談
役
則
武
穹
先
生
を
講
師
に
お
迎

え
し
、ツ
キ
板
を
使
用
し
た
色
紙
を
作
成
し
ま
し
た
。

参
加
者
各
自
が
、
好
き
な
文
字
を
書
き
、
自
由
に
ツ

キ
板
で
装
飾
し
て
素
敵
な
作
品
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

◉
第
六
十
九
回
一
宮
支
部
展

　

日　

時　

令
和
六
年
十
一
月
二
十
三
日
（
土
）

�

～
二
十
四
日
（
日
）

　

会　

場　

一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

　

出
品
者　

支
部
員　

一
五
五
名

　
　
　
　
　

青
年
部　

個
人
一
名　

二
団
体

　

第
七
十
九
回
一
宮
市
芸
術
祭
参
加
事
業
の
一
環

で
あ
り
、
本
部
か
ら
は
理
事
長
伊
藤
仙
游
先
生
は

じ
め
、
副
理
事
長
岡
野
楠
亭
先
生
、
同
加
藤
裕
先

生
、
同
松
下
英
風
先
生
、
同
横
井
宏
軒
先
生
の
玉

作
を
展
示
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
支
部
相
談
役

則
武
穹
先
生
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

◉
第
五
十
二
回
一
宮
支
部
学
生
書
道
展

　

支
部
展
と
同
時
開
催

　

総
出
品
点
数　

二
七
九
五
点

一
宮
支
部

　

約
一
九
〇
〇
名
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
カ
レ
ン

ダ
ー
書
き
の
イ
ベ
ン
ト
も
大
好
評
で
し
た
。

　

担
当
役
員
を
は
じ
め
皆
様
の
ご
協
力
の
お
陰
と

感
謝
致
し
ま
す
。

◉
支
部
創
立
七
〇
周
年
記
念
展

　

私
の
逸
品
「
宝
の
書
」

　

支
部
展
と
同
時
開
催

◉
支
部
集
会

　

日　

時　

令
和
七
年
一
月
二
十
六
日
（
日
）

　

会　

場　

一
宮
商
工
会
議
所

　

出
席
者　

八
十
三
名

　

本
部
よ
り
副
理
事
長
松
下
英
風
先
生
、
同
横
井

宏
軒
先
生
に
ご
臨
席
賜
り
、
令
和
六
年
度
事
業
報

告
と
令
和
六
年
度
収
支
決
算
書
、
並
び
に
令
和
七

年
度
事
業
計
画
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◉
支
部
講
演
会

　

日　

時　

令
和
七
年
一
月
二
十
六
日
（
日
）

　

会　

場　

一
宮
商
工
会
議
所

　

講　

師　

愛
知
東
邦
大
学
客
員
教
授

　
　
　
　
　

増
田　

孝
先
生　

　

演　

題　
「
本
阿
弥
光
悦
の
書
の
魅
力
」

　

聴
講
者　

一
〇
四
名
（
内
会
員
外
九
名
）

　

講
師
の
先
生
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
実
物
の
軸
装

を
拝
見
し
な
が
ら
、
読
み
方
等
細
か
な
ご
指
導
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◉
一
宮
支
部
創
立
七
〇
周
年
記
念
祝
賀
交
流
会

　

日　

時　

令
和
七
年
一
月
二
十
六
日
（
日
）

　

会　

場　

一
宮
商
工
会
議
所

　

参
加
者　
（
来
賓
十
九
名
、
会
員
六
八
名
）

◉
研
修
バ
ス
旅
行
「
豊
橋
筆
の
工
房
を
訪
ね
て
」

　

令
和
六
年
十
一
月
十
七
日
、
参
加
者
十
七
名

（
一
般
参
加
四
名
を
含
む
）

　

近
年
は
現
地
集
合
に
て
開
催
し
て
い
ま
し
た
が

本
年
は
当
初
計
画
通
り「
バ
ス
旅
行
」と
し
て
実
施

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
小
型
バ
ス
に
揺
ら
れ

な
が
ら
車
内
で
は
参
加
者
の
懇
親
が
深
め
ら
れ
、

工
房
に
て
実
際
に
作
業
を
見
学
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
バ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
時
間
を
有
効

に
使
え
、
と
て
も
有
意
義
な
研
修
旅
行
に
な
り
ま

し
た
。

◉
支
部
展

　

令
和
六
年
十
二
月
十
四
・
十
五
日

　

半
田
市
福
祉
文
化
会
館　
（
六
十
八
点
展
示
）

　

当
初
九
月
予
定
で
し
た
が
、
施
設
側
の
都
合
で

十
二
月
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
展
示
も
講
堂

で
は
な
く
他
の
部
屋
と
な
り
ま
し
た
が
、
キ
ャ
パ

も
十
分
あ
り
利
用
料
金
も
節
約
で
き
た
の
で
、
今

後
は
当
室
に
て
実
施
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

◉
支
部
集
会
・
講
演
会
等

　

令
和
七
年
三
月
二
日

・
集　

会　

半
田
市
福
祉
文
化
会
館

　
　
　
　
　

四
十
名
参
加

　

支
部
名
誉
顧
問
お
よ
び
横
井
副
理
事
長
、
村
瀬

理
事
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
案
は
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

・
講
演
会　

三
十
名
（
一
般
参
加
あ
り
）

　

講　

師　

半
田
市
博
物
館
館
長 
関
正
樹
様

半
田
支
部

　

テ
ー
マ　
「
文
化
財
に
つ
い
て
」

　

文
化
財
と
は
、
先
祖
が
長
い
時
間
を
か
け
て
守

り
伝
え
て
き
た
貴
重
な
文
化
の
財
産
。
過
去
か
ら

未
来
へ
の
「
贈
り
物
」
で
あ
り
「
宝
物
」（
資
料

よ
り
）
指
定
文
化
財
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
中
心
と

な
っ
て
守
り
、
後
世
に
伝
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
使
命
を
感
じ
ま
し
た
。

・
本
部
役
員
を
囲
む
会

　

回
転
鮨
魚
太
郎　

二
十
名

　

横
井
副
理
事
長
、
村
瀬
理
事
を
囲
む
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
参
加
し
た
会
員
に
は
と
て
も
有
意
義

な
会
と
な
り
ま
し
た
。

豊橋筆工房支部展集合写真

支部展

学生展

学生展カレンダー書き

講演会
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◉
研
修
旅
行

　

と　

き　

十
月
二
十
七
日
（
日
）

　

と
こ
ろ　

�

佐
川
美
術
館
・
宇
治
平
等
院
・
光
る

君
へ
・「
宇
治
大
河
ド
ラ
マ
館
」

　

秋
雲
の
中
、
紫
式
部「
源
氏
物
語
」ゆ
か
り
の
地

光
る
君
へ
「
宇
治
大
河
ド
ラ
マ
館
」
へ
行
き
ま
し

た
。
平
安
時
代
の
衣
装
や
小
道
具
を
見
、
文
化
・

歴
史
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昼
食
を

早
く
食
し
藤
原
氏
ゆ
か
り
の
平
等
院
へ
行
く
人
も

い
ま
し
た
。
予
定
の
佐
川
美
術
館
に
不
具
合
が
発

生
し
、
急
遽
、
奈
良
国
立
博
物
館
へ
行
き
ま
し
た
。

仏
像
館
で
は
金
峯
山
寺
の
金
剛
力
士
像
を
間
近
に

圧
巻
の
迫
力
で
し
た
。
雨
に
も
降
ら
れ
ず
楽
し
い

研
修
の
旅
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◉
第
四
回　

東
三
河
こ
ど
も
書
道
展

　

と　

き　

�

一
月
二
日（
木
）

～
十
三
日（
月
）

　

と
こ
ろ　

�

こ
ど
も
未
来
館

「
こ
こ
に
こ
」

　
　
　
　
　

企
画
展
示
室

　
出
品
点
数　

二
、
五
五
六
点

　

今
年
度
は
、
豊
橋
市
の
小

学
校　

十
七
校
が
出
品
。
入

賞
作
品
十
七
点
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
入
賞
作
品
、
優
秀
作

品
は
壁
面
に
掲
示
し
、
そ
の

他
の
作
品
は
学
校
ご
と
に

フ
ァ
イ
ル
に
ま
と
め
て
展
示
い
た
し
ま
し
た
。
表

彰
式
で
は
親
子
で
作
品
の
前
に
立
ち
、
写
真
撮
影

を
す
る
姿
も
み
ら
れ
、
来
年
へ
の
意
気
込
み
な
ど

を
話
し
て
い
ま
し
た
。

◉
講
習
会

　

と
こ
ろ　

二
月
二
十
三
日
（
日
）

　

今
回
は
溶
接
体
験
教
室
に
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

文
鎮
を
制
作
い
た
し
ま
し
た
。
安
全
の
た
め
溶
接

用
の
防
護
服
を
着
用
し
思
い
思
い
に
手
作
り
の
文

鎮
作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

東
三
河
支
部

◉
支
部
研
修
会

　

日　

時　

十
月
二
十
九
日
（
火
）

　

場　

所　

徳
川
美
術
館

　

内　

容　

�

秋
季
特
別
展
「
魅
惑
の
源
氏
物
語
・

宮
廷
文
化
の
華
」

　
　
　
　
　

�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
よ
る
解
説
を

聞
き
鑑
賞
。
そ
の
後
、
宝
善
亭
に
て

昼
食
会
。

　

参
加
者　

二
十
六
名

◉
支
部
会
員
展

　

会　

期　

�

二
月
十
九
日
（
水
）�

�

～
二
十
三
日
（
日
）

　

場　

所　

岡
崎
市
美
術
館

　

出
品
者　

一
四
二
名

　

入
場
者　

四
八
二
名

　

本
部
か
ら
理
事
長
、
副
理
事
長
四
名
の
出
品
を

い
た
だ
き
、
会
場
も
一
段
と
重
厚
さ
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。
岡
崎
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
「
チ
ャ
ン
ネ

ル
ミ
ク
ス
」
の
取
材
が
あ
り
、
会
期
中
に
放
映
さ

れ
ま
し
た
。

西
三
河
支
部

◉
支
部
集
会

　

日　

時�　

�

二
月
二
十
二
日
（
土
）�

�

午
後
二
時
～

　

会　

場　

岡
崎
商
工
会
議
所

　

本
部
か
ら
伊
藤
理
事
長
、
村
瀬
理
事
兼
庶
務
部

長
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
事
業
報
告
、
会
計
報

告
、
事
業
計
画
、
役
員
改
選
な
ど
の
審
議
を
い
た

だ
き
、
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◉
支
部
講
演
会

　

日　

時　

二
月
二
十
二
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
三
時
～

　

会　

場　

岡
崎
商
工
会
議
所

　

参
加
者　

八
十
三
名

　

講　

師　
�

中
部
日
本
書
道
会
理
事�

村
瀬　

俊
彦
先
生

　

演　

題　
「
か
な
と
料
紙
」

　

か
な
で
使
用
す
る
筆
、
墨
、
硯
な
ど
を
紹
介
さ

れ
料
紙
に
つ
い
て
は
多
種
に
わ
た
る
実
物
を
鑑
賞

し
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
先
生
に
よ
る
揮
毫
が
あ
り
、
流
麗

な
筆
さ
ば
き
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

一日研修旅行

講習会 第4回こども書道展

研修会「徳川美術館」

支部会員展会場風景

支部集会あいさつ

講演会料紙の鑑賞
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◉
研
修
会

　

日　

時　

十
一
月
十
七
日
（
日
）

　

行　

先　

�

石
山
寺
・
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

な
ど

　

参
加
者　

二
十
二
名

　

桑
名
駅
か
ら
バ
ス
は
出
発
、
土
山
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
で
休
憩
、
二
十
二
名
の
自
己
紹
介
を
終
え
、

紅
葉
の
車
窓
を
楽
し
み
な
が
ら
石
山
寺
に
到
着
。

寺
名
の
由
来
で
あ
る
硅
石
灰
の
大
き
な
岩
の
前
で

記
念
撮
影
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
奈
良
時
代
に
建
立

さ
れ
た
本
堂
、
美
し
い
紅
葉
の
庭
を
散
策
し
た
。

国
宝
の
多
宝
寺
等
は
古
人
の
偉
大
さ
を
し
み
じ
み

感
じ
る
歴
史
深
い
所
で
あ
っ
た
。
寺
に
隣
接
し
た

「
洗
心
寮
」で
昼
食
、
と
て
も
優
し
い
お
い
し
い
料

理
で
し
た
。
宇
治
の
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

は
、
大
河
ド
ラ
マ
で
今
人
気
の
所
、
屏
風
に
残
る

◉
研
修
旅
行

郡
上
八
幡
城
址
へ
行
く

　

濃
飛
支
部
の
年
間
行
事
の
一
つ
で
あ
る
研
修
旅

行
。
十
一
月
二
十
四
日
、
今
年
は
郡
上
八
幡
城
跡

巡
り
、
行
事
の
一
環
と
し
て
実
施
。
郡
上
八
幡
城

跡
は
東
海
北
陸
道
を
車
窓
か
ら
チ
ラ
ッ
と
眺
め

る
事
は
あ
り
ま
し
た
が
行
っ
た
の
は
初
め
て
で
し

た
。

　

市
川
観
光
さ
ん
に
お
願
い
し
、
岩
村
―
武
並
―

下
呂
と
乗
車
し
郡
上
市
へ
。
丁
度
天
候
に
恵
ま
れ

私
と
し
て
は
初
め
て
の
下
呂
か
ら
郡
上
市
へ
の

道
、
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
眺
め
乍
ら
行
き
ま
し
た
。
秋

濃
飛
支
部

平
安
時
代
の
仮
名
書
や
歌
に
感
動
し
、
今
も
残
る

墨
の
美
し
さ
に
見
入
っ
た
。
日
本
の
平
和
に
感
謝

し
、
帰
路
に
。
天
気
に
も
恵
ま
れ
渋
滞
も
な
く
、

楽
し
い
充
実
し
た
一
日
で
し
た
。

◉ 

講
習
会

　

日　

時　

二
月
二
十
四
日
（
月
・
振
替
休
日
）

　

会　

場　

四
日
市
市
文
化
会
館
第
四
ホ
ー
ル
Ａ 

　

参
加
者　

二
十
七
名

　

ミ
ニ
屏
風
を
作
る
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
そ
こ
に

自
分
の
書
い
た
書
を
飾
り
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
で
華
や

か
な
作
品
制
作
を
目
指
す
こ
と
を
ね
ら
い
に
講
習

を
進
め
た
。
し
か
し
実
際
に
は
屏
風
を
作
る
こ
と

で
時
間
的
に
精
一
杯
で
、
作
品
揮
毫
は
自
宅
に

戻
っ
て
す
る
事
に
な
っ
た
。
屏
風
は
Ａ
５
サ
イ
ズ

程
度
の
二
曲
屏
風
で
、
縦
に
も
横
に
も
開
き
展
示

の
工
夫
が
広
が
る
も
の
で
あ
る
。
次
の
支
部
展
で

展
示
を
楽
し
み
に
し
た
い
。

晴
れ
で
大
勢
の
観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

記
憶
は
定
か
で
な
い
が
数
十
年
前
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
「
功
名
が
辻
」（
主
演
、
仲
間
由
紀
恵
さ

ん
）
で
一
豊
と
千
代
の
物
語
。
千
代
が
嫁
い
だ
時

の
持
参
金
で
夫
に
馬
を
買
い
与
え
た
事
等
か
す
か

に
思
い
出
し
ま
し
た
。
当
時
は
漠
然
と
観
て
い
た

現
場
が
「
こ
こ
だ
っ
た
ん
だ
…
」
と
思
い
を
巡
ら

せ
ま
し
た
。

　

立
派
な
山
城
に
紅
葉
が
映
え
て
絶
景
な
り
、
多

く
の
人
が
ス
マ
ホ
を
翳
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
が
少
な
く
残
念
で
し
た
が
挙
行
出
来
て

よ
か
っ
た
で
す
。
少
人
数
の
支
部
な
れ
ど
行
事
を

遂
行
し
見
聞
を
広
げ
切
磋
琢
磨
し
て
頑
張
っ
て
ゆ

き
度
い
で
す
。
親
切
な
運
転
手
さ
ん
で
楽
し
い
旅

が
出
来
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

“
書
の
会
で
郡
上
八
幡
城
址
へ
と
�

白
亜
の
天
守
紅
葉
映
え
る
”

研修会　石山寺

講習会　ミニ屏風作り

北
勢
支
部
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◉
岐
阜
支
部
事
務
局
会
議

　

第
四
回　

令
和
六
年
十
月
九
日
（
水
）
よ
り
五

回
、
六
回
、
第
七
回
と
支
部
事
務
局
全
体
会
議
、

講
演
会
、
研
修
旅
行
、
支
部
報
に
つ
い
て
の
協
議

を
重
ね
た
。

◉
支
部
研
修
旅
行

　

日　

時　

令
和
六
年
十
月
十
五
日
（
火
）

　
　
　
　
　

十
一
時
～

　

場　

所　

�

木
曽
川
の
昼
鵜
飼

　
　
　
　
　

現
地
集
合
、
解
散

　

参
加
者　

三
十
名

　

屋
形
船
に
乗
船
、説
明
を
聞
き
な
が
ら
木
曽
川

の
遊
覧
と
食
事
、休
憩
後
全
国
で
唯
一
人
の
女
鵜

匠
か
ら
鵜
飼
の
説
明
を
聞
き
、
再
乗
船
で
鵜
飼
観

覧
後
再
び
遊
覧
を
し
犬
山
城
等
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

昼
な
の
で
鵜
の
動
き
も
良
く
見
え
、
昼
食
も
よ

◉
第
三
十
七
回
中
南
勢
支
部
展

　

会
期　

十
月
十
六
日
（
水
）
～
二
十
日
（
日
）

　

会
場　

三
重
県
立
美
術
館
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
　

出
品
点
数　

七
十
三
点（
賛
助
出
品
含
む
）

　
　
　
　

入
場
者
数　

四
二
〇
名

　

本
部
か
ら
名
誉
副
会
長
鬼
頭
翔
雲
先
生
の
作
品

を
は
じ
め
理
事
長
、
副
理
事
長
先
生
の
作
品
を
賛

助
出
品
し
て
い
た
だ
き
三
十
七
回
の
支
部
展
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
遠
方
よ
り
ご
来
場
い
た
だ
い
た

方
、
ま
た
子
供
た
ち
の
作
品
も
併
せ
て
展
示
し
ま
し

た
の
で
ご
家
族
揃
っ
て
ご
来
場
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

［
中
日
新
聞
津
市
民
版
掲
載
・
ふ
る
さ
と
新
聞
掲
載
・

Ｚ
Ｔ
Ｖ
放
映
］

◉
集
会

　

日
時　

十
月
十
九
日
（
土
）
二
時
半

　

会
場　

同
美
術
館
講
堂

　
　
　
　

出
席
者
数　

四
十
名

　

本
部
よ
り
第
一
経
理
部
長
磯
谷
凄
聴
先
生
・
編
集

部
長
林
柏
堂
先
生
の
ご
臨
席
を
賜
り
六
年
度
事
業

報
告
、
収
支
決
算
報
告
、
七
年
度
事
業
計
画
案
、
予

算
案
を
報
告
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◉
講
演
会

　

講
師　

能
楽
協
会
名
古
屋
支
部
理
事

　
　
　
　

長
田　

郷
先
生

　

演
題　
「
能
に
つ
い
て
」

　

支
部
集
会
に
引
き
続
き
、
同
美
術
館
講
堂
に
て

参
加
型
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
高
砂
」「
融
」

「
砧
」「
人
間
五
十
年
」
の
謡
を
先
生
の
お
手
本
に
続

き
、
皆
で
声
を
出
し
一
通
り
歌
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
先
生
は
津
市
の
方
で
、
各
地
で
公
演
さ
れ
て
い

ま
す
。

◉
支
部
研
修
会

　

日
時　

十
一
月
十
七
日
（
日
）

　

場
所　

滋
賀
観
峰
館
・
石
山
寺
紫
式
部
展

　

先
ず
観
峰
館
で
は
常
設
の
展
示
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と『
近
江
ゆ
か
り
の
書
画
』、
特
別
に
清
代
の
金

農
・
楊
峴
・
何
紹
基
の
作
品
も
鑑
賞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
紫
式
部
展
で
は
紫
式
部
と
源
氏
物

語
の
背
景
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昼
食
場

所
で
北
勢
支
部
の
皆
さ
ん
と
出
会
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

く
。
参
加
者
は
大
変
満
足
を
さ
れ
た
様
で
す
。

◉
事
務
局
全
体
会
議
、
講
演
会
、
講
師
を
囲
む
会

　

日　

時　

�

令
和
七
年
二
月
二
十
四
日
（
月
・
祝
）

　

会　

場　

岐
阜
キ
ャ
ッ
ス
ル
イ
ン

・
事
務
局
全
体
会
議　

午
前
十
時
半
～
無
事
終
了

・
講
演
会

　
　

参
加
者　

五
十
四
名

　
　

講　

師　

本
部
副
理
事
長　

松
下
英
風
先
生

　
　

演　

題　
「
私
の
書
」

　

本
部
よ
り
ご
来
賓
と
し
て
理
事
長
伊
藤
仙
游
先

生
を
お
迎
え
し
、
ご
挨
拶
を
賜
わ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
講
師
松
下
英
風
先
生
の
講
演
と
な
り
、

最
初
に
ご
自
分
の
書
と
の
関
係
性
、
父
親
で
あ
り

師
匠
の
松
下
芝
堂
先
生
の
書
歴
。
師
匠
と
し
て
の

付
き
合
い
方
等
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
淡
墨
を
磨
ら
れ
筆
を
と
り
ゆ
っ
く
り
線
を

引
き
、
そ
の
微
妙
な
筆
の
動
き
、
軌
道
を
詳
細
に

説
明
さ
れ
て
一
同
見
見
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。
続

い
て
何
枚
も
二
字
句
を
揮
毫
さ
れ
て
大
層
充
実
し

た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

会
場
を
変
え
た「
講
師
を
囲
む
会
」も
先
生
の
お

話
の
事
等
、
盛
況
の
う
ち
い
に
閉
会
し
ま
し
た
。

第三十七回中南勢支部展

講演会

支部研修会

講演会

研修旅行「木曽川昼鵜飼」

岐
阜
支
部

中
南
勢
支
部


